
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―

第
四
十
二
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)

｢

少
國
民
新
聞｣

(

東
日
版)

に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相
と
展
開

(

三)

熊

木

哲

｢

少
國
民
新
聞｣

(

東
日
版
・
東
京
日
日
新
聞
社
発
行)

は
、｢

東
日
小
学
生
新

聞｣

の
改
題
で
あ
る
が
、｢

小
学
校
が
明
春
か
ら
国
民
学
校
と
な
る
の
で
、
そ
れ

に
応
じ
て
わ
が
東
日
小
学
生
新
聞
も

�少
國
民
新
聞
�
と
改
題
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た｣

(｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
二
日)

と
い
う
も
の
。

｢

尋
常
小
学
校｣

が

｢

国
民
学
校｣

に
な
る
の
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
で
あ
っ

た
が
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

は
、
十
六
年
元
旦
か
ら
改
題
し

｢

少
國
民
新
聞｣

(

東
日
版)

(

以
下
、｢

少
國
民
新
聞｣

と
記
載)

と
な
っ
た
。

前
稿

�

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
四)

�(｢

大
妻
女

子
大
学
紀
要
・
文
系｣

第
四
十
一
号
、
平
成
二
十
一
年

[

二
○
○
九]

三
月)

で

は
、｢

少
國
民
新
聞｣

の
昭
和
十
六
年
に
掲
載
さ
れ
た

｢

俳
句｣

を
検
討
し
た
。

以
下
、
本
稿
で
は
、｢

少
國
民
新
聞｣

に
掲
載
さ
れ
た
、
昭
和
十
六
年
の

｢
詩｣

を
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
。

引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
改
行
も
適
宜

改
め
た
。

前
稿
同
様
、
作
者
に
つ
い
て
は
、
在
籍
校
名
・
在
学
年
・
性
別
を
記
す
に
と
ど

め
た
。
在
学
年
次
の
う
ち

｢

高
一｣

｢

高
二｣

は
高
等
科
一
年
、
二
年
を
示
す
。

一

昭
和
十
六
年
の

｢

詩｣

作
品
の
展
開

前
稿
で
も
記
し
た
が
、｢

少
國
民
新
聞｣

に
改
題
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
に
は
、

｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

で
は
設
定
さ
れ
て
い
た

｢

紙
上
作
品
展
覧
会｣

あ
る
い
は

｢

紙
上
作
品
展｣

の
紙
面
構
成
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
十
六
年
の
検
討
対
象
は
、
前
稿
同
様
、
一
月
一
日

(

水
・
第
一
三
三
三
号)

か
ら
十
二
月
三
十
一
日

(

水
・
第
一
六
四
一
号)

ま
で
の
、
休
刊
日
を
除
い
た
三

○
九
日
分
で
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
蔵

｢

少
國
民
新
聞｣

は
、
一
月
二
十
二
日

(

水
・
第
一
三
四
九
号)

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が

｢

欠｣

で
あ
り
、
検
討
対
象

は
三
○
八
日
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
の
掲
載
状
態
は
、
原
則
と
し
て
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

と
同
様
、
毎

週
月
曜
日
が
休
刊
日
で
あ
り
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
、｢

綴
方｣

｢

詩｣
｢

短

歌｣
｢

俳
句｣

｢

書
方｣

｢

図
画｣

の
総
て
か
、
或
い
は
、
そ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。

紙
面
構
成
も
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

と
同
様
、
平
日
・
土
曜
日
が
四
面
、
日

曜
日
が
八
面
構
成
で
あ
っ
た
が
、
第
四
四
半
期
に
な
る
と
、｢

お
国
へ
の
御
奉
公｣

(｢

少
國
民
新
聞｣
十
月
七
日)

の
た
め
、
用
紙
を
節
約
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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月
九
日
か
ら
週
一
回

(

木)

、
十
一
月
五
日
か
ら
週
二
回

(

水
・
金)

、
十
二
月
九

日
か
ら
は
週
三
回

(

火
・
木
・
土)

が
二
面
構
成
と
な
っ
た
。
二
面
構
成
で
は
十

五
日
分
で
作
品
の
掲
載
は
無
か
っ
た
。

以
上
、
前
々
稿
、
昭
和
十
六
年
の

｢

綴
方｣

及
び
前
稿

｢

俳
句｣

に
記
載
し
た

作
品
の
紙
面
掲
載
状
況
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
そ
の
状
況
に
変
わ
り
は
な

い
。昭

和
十
六
年
、｢

詩｣

の
掲
載
数
は
三
四
八
作
品
。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
が
九
六
作
品
。

第
二
四
半
期
が
八
二
作
品
。

第
三
四
半
期
が
九
八
作
品
。

第
四
四
半
期
が
七
二
作
品
。

昭
和
十
六
年
に
掲
載
さ
れ
た

｢
詩｣

三
四
八
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に

｢

戦

時
下｣

色
の
見
え
る
の
は
三
一
作
品

(
約
八
・
九
％)

。

内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
九
六
作
品
中

六

(

約

六
・
三
％)

。

第
二
四
半
期
で
は
八
二
作
品
中

九
(

約
一
一
・
〇
％)

。

第
三
四
半
期
で
は
九
八
作
品
中
一
〇

(
約
一
〇
・
二
％)

。

第
四
四
半
期
で
は
七
二
作
品
中

六

(
約

八
・
三
％)

。

因
み
に
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

の
発
行
さ
れ
た
昭
和
十
二
年
か
ら
十
六
年
に

お
け
る

｢

詩｣

作
品
の
内
容
に

｢

戦
時
下｣

色
或
は
時
局
柄
を
内
容
と
す
る
作
品

は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
二
年
は
、
二
六
二
作
品
中
一
〇

(

約

三
・
八
％)

昭
和
十
三
年
は
、
三
六
三
作
品
中
三
一

(

約

八
・
五
％)

昭
和
十
四
年
は
、
三
四
一
作
品
中
三
七

(

約
一
〇
・
九
％)

。

昭
和
十
五
年
は
、
三
四
八
作
品
中
三
九

(

約
一
一
・
二
％)

。

昭
和
十
六
年
は
、
三
四
八
作
品
中
三
一

(

約

八
・
九
％)

。

十
六
年
の

｢

詩｣

は
、
掲
載
数
が
前
年
十
五
年
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、｢

戦
時

下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
数
は
八
作
品
減
少
し
、
当
然
の
こ
と
、
掲
載
作

品
に
対
す
る

｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
も
約
二
・
三
％
の
減
少

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
第
四
四
半
期
の
用
紙
節
約
に
よ
る
二
面
構
成
日
で
は
、
十
五
日
分
で

作
品
の
掲
載
が
無
か
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
掲
載
数
が
減
少
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
相
対
的
に
掲
載
数
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
が
減
少
し
た
と
い
う
こ
と

は
、｢

綴
方｣

が
三
〇
・
七
％
と
十
五
年
を
一
〇
％
以
上
も
増
大
し
、｢

俳
句｣

が

約
一
一
・
二
％
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、｢

詩｣

作
品

に
お
け
る
減
少
傾
向
は
特
徴
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
十
六
年
一
年
間
に
、
複
数
の

｢

詩｣

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
最

多
の
一
二
作
品
が
一
名
、
次
の
九
作
品
が
一
名
、
六
作
品
が
二
名
、
五
作
品
が
三

名
、
四
作
品
が
六
名
、
三
作
品
が
五
名
、
二
作
品
が
二
四
名
で
あ
っ
た
。

以
下
、
四
半
期
毎
に
検
討
す
る
が
、
都
合
上
、
内
容
に

｢

戦
時
下｣

色
の
見
え

る
作
品
に
第
一
四
半
期
か
ら
第
四
四
半
期
ま
で
整
理
番
号
を
付
す
。

二

昭
和
十
六
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る

｢

詩｣

第
一
四
半
期

(

一
月
〜
三
月)

に
掲
載
さ
れ
た

｢

詩｣

は
九
六
作
品
。
こ
の
内
、

作
品
内
容
に

｢

戦
時
下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
六
作
品
で
あ
り
、
掲
載
作
品

に
占
め
る
掲
載
率
は
約
六
・
三
％
と
な
る
。

1

｢

遺
骨
迎
へ｣(

秋
田
県
醍
醐
校
六
年
男
子
、
一
月
十
七
日
・
金
、
第
一
三
四
五
号)

2

｢

模
型
飛
行
機｣

(

東
京
市
大
森
区
東
調
布
第
二
校
五
年
男
子
、
一
月
十
九
日
・
日
、
第
一
三
四
七
号)

3

｢

雪
の
夜｣

(

埼
玉
県
用
土
校
六
年
女
子
、
一
月
二
十
三
日
・
木
、
第
一
三
五
〇
号)

4
｢

地
下
鉄
道｣

(
東
京
市
大
森
区
東
調
布
第
二
校
五
年
男
子
、
二
月
十
五
日
・
土
、
第
一
三
七
〇
号)

5

｢

あ
ゆ
み｣

(

秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
六
年
女
子
、
二
月
十
六
日
・
日
、
第
一
三
七
一
号)
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6

｢

雨｣
(

東
京
市
芝
区
南
海
校
三
年
男
子
、
三
月
十
九
日
・
水
、
第
一
三
九
七
号)

1

｢

遺
骨
迎
へ｣

(

秋
田
県
醍
醐
校
六
年
男
子
、
一
月
十
七
日)

は
、
次
の
よ

う
な
作
品
。

黒
い
ぬ
の
で
、

竿
を
お
ほ
つ
た
旗
が
、

皆
の
い
へ
の

門
口
に
立
つ
て
居
る
。

旗
が
力
な
く
、

ゆ
れ
て
居
る
。

旗
を
立
て
て

列
が
静
か
に

進
ん
で
来
た
。

先
生
の
お
こ
ゑ
が
、

し
ん
み
り
と

ひ
び
い
た
。

戦
死
者
の
遺
骨
が
帰
っ
て
き
た
の
で
、
出
迎
え
に
動
員
さ
れ
た
児
童
が
そ
の
様

子
を
作
品
化
し
た
も
の
で
あ
り
、｢

遺
骨
迎
へ｣

の
事
情
が
よ
く
わ
か
る
作
品
で

あ
る
。
半
旗
の
日
の
丸
は
、
竿
に
黒
い
布
を
巻
い
て
、
沿
道
の
家
々
の
門
口
に
立

て
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
児
童
は
一
列
に
な
っ
て
待
た
さ
れ
、
遺
骨

が
差
し
掛
か
る
と
引
率
の
教
員
の
掛
け
声
で
黙
祷
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

戦
没
者
と
作
者
で
あ
る
児
童
と
は
、
同
じ
学
校
区
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

｢

遺
骨
迎
へ｣

は
、
児
童
に
課
せ
ら
れ
た
一
つ
の
役
割
で
あ
り
、
教
師
の
引
率
の

も
と
参
列
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

｢

力
な
く
ゆ
れ
て
い
る｣

半
旗
、
静
か
に
進
む
遺
骨
の
列
、｢

し
ん
み
り
と
ひ
ゞ

い
た｣

先
生
の
号
令
。
出
征
の
見
送
り
と
は
反
対
の
光
景
を
、
作
者
は
的
確
に
表

現
し
て
見
せ
た
。

2

｢

模
型
飛
行
機｣

(

東
京
市
大
森
区
東
調
布
第
二
校
五
年
男
子
、
一
月
十
九

日)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

で
き
た
�
�
、
模
型
飛
行
機
。

あ
し
た
多
摩
川
に

飛
行
機
を

と
ば
し
に
い
か
う
。

さ
あ
、
つ
い
た
。

自
転
車
を

こ
ゝ
へ
お
か
う
。

さ
あ
飛
行
機
を
、
と
ば
さ
う
。

と
ん
だ
�
�
、
ち
う
が
へ
り
だ
。

よ
く
と
ぶ
ね
、
海
軍
戦
と
う
機
だ
。

こ
の
作
品
に
お
け
る
戦
時
下
色
は
、｢

海
軍
戦
と
う
機
だ｣

の
一
節
。
自
分
で

組
立
て
た
模
型
飛
行
機
が
よ
く
飛
ん
だ
こ
と
か
ら
の
喩
え
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
喩

え
の
一
節
の
み
が
時
局
柄
な
の
で
は
な
く
、
模
型
飛
行
機
そ
の
も
の
が
時
局
柄
な

の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た

｢

少
國
民
新
聞｣

(

第
一
三
四
七
号)

の
第
二
面
に

は
、
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

佐
原
の
模
型
機
講
習

わ
が
社
後
援
で
作
方
指
導

千
葉
県
佐
原
中
学
校
で
今
十
九
日
朝
九
時
か
ら
、
模
型
飛
行
機
製
作
講
習
会

が
開
か
れ
ま
す
。
大
日
本
飛
行
協
会
同
県
支
部
と
、
県
下
中
等
学
校
体
育
協

会
の
主
催
、
わ
が
社
後
援
で
、
東
日
大
毎
Ａ
一
型
と
、
国
際
規
格
Ｇ
一
型
の

優
秀
模
型
機
の
作
り
方
を
実
地
指
導
し
ま
す
。
材
料
は
伊
藤
飛
行
機
株
式
会

社
社
長
の
寄
贈
で
、
講
師
は
県
下
学
校
滑
空
連
盟
副
会
長
奈
良
原
三
次
男
爵
、

同
評
議
員
野
口
一
等
飛
行
士
を
は
じ
め
、
わ
が
社
航
空
研
究
部
か
ら
原
部
長

と
浅
海
部
員
が
出
張
し
ま
す
。
講
習
は
香
取
郡
下
の
小
学
校
先
生
方
や
高
学

年
児
童
を
は
じ
め
、
佐
原
中
学
の
職
員
生
徒
な
ど
約
百
名
で
あ
り
ま
す
。

模
型
飛
行
機
の
普
及
の
た
め
の
講
習
会
で
あ
る
が
、
一
ヵ
月
後
の
二
月
十
八
日

(

第
一
三
七
二
号
二
面)

に
は
、｢

空
一
ぱ
い
に
飛
ん
だ
東
日
Ａ
一
型
機
の
群
れ

豊
島
園
の
学
童
模
型
機
大
会｣

の
記
事
が
、
空
に
向
か
っ
て
模
型
飛
行
機
を
飛
ば

す
児
童
の
写
真
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。｢

豊
島
園
主
催
、
少
國
民
新
聞
並
に
大
日

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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本
飛
行
少
年
団
後
援
の
、
第
一
回
学
童
模
型
機
競
技
大
会｣

の
模
様
を
知
ら
せ
る

記
事
で
、｢

十
五
校
の
尋
四
以
上
の
生
徒
二
百
十
名
で
、
少
女
選
手
も
ま
じ
り
大

張
切
で
し
た｣

と
記
さ
れ
た
。

同
じ
紙
面
に
は
、｢

目
黒
高
等
の
作
品
展
に
模
型
機
が
ズ
ラ
リ｣

の
リ
ー
ド
で
、

模
型
飛
行
機
の
展
覧
会
の
記
事
を
載
せ
、
こ
こ
に
は

｢

東
日
一
型
機
を
は
じ
め
、

重
爆
や
戦
闘
機
も
、
本
物
そ
つ
く
り
の
機
体｣

が
陳
列
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。

作
品

｢

模
型
飛
行
機｣

の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
児
童
の
模
型
飛
行
機
へ
の
関

心
の
高
さ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
模
型
飛
行
機
を
作
り
、
飛
ば
せ
る

の
は
、
遊
戯
や
娯
楽
で
は
な
か
っ
た
。｢

豊
島
園
の
学
童
模
型
機
大
会｣

の
記
事

に
は
、
模
型
機
が
空
を
飛
ぶ
様
子
を
見
守
る
児
童
の
姿
を
、｢

小
さ
い
飛
行
技
師

た
ち
の
眼
は
、
明
日
の
航
空
日
本
を
担
ふ
意
気
込
で
輝
い
て
ゐ
ま
し
た｣

の
一
節

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
模
型
飛
行
機
を
作
製
し
、
飛
行
さ
せ
る
の
は
、｢

明
日
の

航
空
日
本
を
担
う｣

た
め
の
動
機
付
け
で
あ
っ
た
。

児
童
に

｢

明
日
の
航
空
日
本
を
担
ふ
意
気
込｣

を
喚
起
さ
せ
る
大
人
の
目
論
見

は
、
既
に
昭
和
十
二
年
か
ら
始
っ
て
い
た
。

私
た
ち
の
社
で
は
愛
国
航
空
週
間
の
催
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
全
国
の
少
年

少
女
に
航
空
の
知
識
を
広
く
す
る
た
め
に
、
帝
国
飛
行
協
会
と
共
同
主
催
で

『

全
日
本
少
年
少
女
模
型
飛
行
競
技
大
会』

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
広
島
、
福
岡
、
仙
台
、
札
幌
の
七
大
都
市

で
地
方
大
会
を
行
ひ
、
優
勝
者
二
名
づ
つ
東
京
に
集
り
、
全
国
大
会
に
技
を

競
は
う
と
す
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

の
昭
和
十
二
年
六
月
二
日

(

第
二
一
五
号)

一
面
の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う

｢

帝
国
飛
行
協
会｣

は
、
大
正
二
年

(
一
九

一
三)

に
発
足
し
、
昭
和
十
五
年

(

一
九
四
〇)

に

｢

大
日
本
飛
行
協
会｣

に
改

組
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
少
年
少
女
に
模
型
飛
行
機
を
作
ら
せ
、
飛
ば
さ
せ
る
の
は
、｢

航

空
の
知
識
を
広
く
す
る
た
め｣

か
ら
、
時
間
の
経
過
と
共
に
、｢

明
日
の
航
空
日

本
を
担
う｣

と
の
意
識
を
児
童
に
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
主
眼
に
な
っ
て
い
く
の

で
あ
る
。

3

｢

雪
の
夜｣
(

埼
玉
県
用
土
校
六
年
女
子
、
一
月
二
十
三
日)

は
、
次
の
よ

う
な
作
品
。

雪
が
ち
ら
�
�

降
出
し
た
夜
、

遅
く
回
覧
板
が

回
つ
て
来
た
。

雪
の
中
を

さ
く
�
�
と
、

誰
も
通
ら
な
い
雪
道
に

前
の
家
へ
行
く
。

御
苦
労
さ
ん
、
お
世
話
様
。

を
ば
さ
ん
に

渡
し
て
帰
る
。

雪
の
竹
や
ぶ
、
ト
ン
ネ
ル
の
や
う
だ
。

こ
の
作
品
の
時
局
柄
は
、｢

回
覧
板｣

。｢

回
覧
板｣

は
、
現
在
で
も
自
治
体
の

広
報
と
し
て
地
域
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、｢

隣
組
の
歌｣

(

岡
本
一

平
作
詞
・
昭
和
十
五
年
六
月)

に
も
、
次
の
よ
う
に
詠
い
こ
ま
れ
た
。

と
ん
と
ん
と
ん
か
ら
り
と
隣
組

格
子
を
あ
け
れ
ば
顔
な
じ
み

ま
わ
し
て
ち
よ
う
だ
い
回
覧
板

知
ら
せ
ら
れ
た
り
知
ら
せ
た
り

こ
の

｢

回
覧
板｣

が
回
る
の
が

｢

隣
組｣

で
あ
る
。
昭
和
十
四
年

(

一
九
三
九)

八
月
、
内
務
省
通
牒

｢

家
庭
防
空
隣
保
組
織
要
綱｣

に
よ
っ
て
、
十
戸
内
外
を
単

位
と
し
て
地
域
の
消
防
、
灯
火
管
制
、
警
報
伝
達
、
防
護
の
任
に
あ
た
る
こ
と
と

さ
れ
、
翌
十
五
年

(

一
九
四
〇)

九
月
に
は
、｢

部
落
会
、
町
内
会
、
隣
保
班
、

市
町
村
常
会
整
備
要
綱｣

に
よ
っ
て
、
町
内
会
、
隣
保
班
な
ど
が
制
度
化
さ
れ
、

行
政
機
関
の
補
助
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

部
落
会
・
町
内
会
等
の
組
織
は
、
一
つ
に
は
国
民
を
地
域
的
に
組
織
化
し
、

各
々
そ
の
日
常
生
活
に
於
て
国
家
に
奉
公
を
全
う
せ
し
め
る
組
織
で
あ
り
、

こ
の
意
味
に
於
て
は
部
落
会
・
町
内
会
は
万
民
翼
賛
の
国
民
組
織
の
地
域
的

基
底
を
な
す
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

右
は
、
内
務
省

｢

部
落
会
・
町
内
会
等
の
整
備
に
つ
い
て｣

(｢

週
報｣

第
二
一

二
号
、
昭
和
十
五
年
十
月
三
十
日)

の
一
節
で
あ
る
が
、｢

部
落
会
・
町
内
会｣
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を
構
成
す
る
最
小
の
単
位
が

｢

隣
組｣

で
り
、｢

隣
組｣

の
機
能
の
一
つ
が

｢

回

覧
板｣

に
よ
る
情
報
伝
達
で
あ
り
、
お
隣
が
何
を
し
て
い
る
か
を
覗
く
機
会
で
も

あ
っ
た
。

4
｢

地
下
鉄
道｣

(

東
京
市
大
森
区
東
調
布
第
二
校
五
年
男
子
、
二
月
十
五
日)

は
、
地
下
鉄
の

｢

車
内
は
さ
う
と
う
こ
ん
で
来
た
。
後
を
向
く
と
軍
人
さ
ん
の
ぐ

わ
い
た
う
が
、
僕
の
顔
を
な
で
た｣

の
一
節
が
、
戦
時
下
と
い
う
こ
と
。
地
下
鉄

の
混
雑
の
中
で

｢

軍
人｣

と
隣
り
合
わ
せ
た

｢

僕｣

。｢

僕｣

の
日
常
生
活
に

｢

軍

人｣

が
隣
り
合
わ
せ
て
い
る
の
が
、
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
な
お
、
2

｢

模
型
飛

行
機｣

の
作
者
と
同
じ
在
籍
校
学
年
で
あ
る
が
、
別
人
の
作
品
。

5

｢

あ
ゆ
み｣

(

秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
六
年
女
子
、
二
月
十
六
日)

は
、

次
の
よ
う
な
作
品
。

六
年
の
最
後
の

｢

あ
ゆ
み｣

の
文
集
、

お
嫁
入
の
時
、

満
洲
へ

も
つ
て
行
く
ん
だ
。

六
年
の
卒
業
記
念
の
文
集
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
女
子
児
童
の
嫁
入
り
先
が

｢

満

洲｣

と
決
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。

東
村
山
校
に
一
千
名
の

興
亜
少
女
隊
結
成

�大
陸
へ
�
の
猛
訓
練
を
続
け
る

東
京
府
下
東
村
山
校
に
一
千
名
の
興
亜
少
女
隊
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
紀
元
二
千
六
百
年
の
記
念
事
業
で
、
女
生
徒
全
部
が
隊
員
と
な
つ
て
ゐ
ま

す
。
将
来
大
陸
へ
ど
し
�
�
出
掛
け
て
、
新
東
亜
建
設
に
健
気
な
腕
を
ふ
る

わ
せ
る
の
が
目
的
で
す
。
そ
の
た
め
校
庭
裏
の
農
園
に
日
の
丸
兵
舎
を
建
設

し
て
、
大
陸
開
拓
の
訓
練
を
行
ふ
ほ
か
、
通
学
区
域
毎
に
も
少
女
隊
を
組
織

し
て
、
各
学
級
の
受
持
先
生
方
が
小
訓
練
を
す
る
予
定
で
、
少
女
達
の
意
気

込
も
大
し
た
も
の
で
す
。

｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

昭
和
十
五
年
三
月
十
二
日

(

第
一
〇
八
〇
号)

二
面
に

掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
が
、
男
子
生
徒
の
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
に
対
応
す
る
か
の

よ
う
な
企
画
で
あ
る
。

同
年
八
月
三
十
一
日

(

第
一
二
二
八
号)

二
面
で
は
、｢

芳
賀
郡
三
校
の
少
女

拓
務
訓
練｣

の
見
出
し
で
、｢

少
女
隊
の
炊
事
訓
練｣

の
写
真
を
添
え
て
、
次
の

よ
う
に
掲
載
し
た
。

栃
木
県
芳
賀
郡
の
真
岡
、
山
内
、
山
前
の
三
尋
高
校
で
は
、
二
十
八
日
か
ら

三
日
間
、
全
国
に
さ
き
が
け
る
興
亜
少
女
隊
合
宿
拓
務
訓
練
を
行
ひ
ま
し
た
。

将
来
大
陸
で
興
亜
の
お
仕
事
に
活
躍
出
来
る
、
心
身
共
に
堅
固
な
立
派
な
少

女
に
な
る
た
め
の
お
稽
古
で
、
各
校
の
高
等
科
二
年
か
ら
選
ば
れ
た
六
十
名

の
隊
員
達
は
、
お
米
六
合
、
馬
鈴
薯
二
百
匁

(

百
五
十
グ
ラ
ム)

、
き
う
り

等
を
持
つ
て
集
り
、
麦
五
割
の
混
食
炊
事
を
は
じ
め
、
昼
は
武
道
、
作
業
、

遊
戯
、
勤
労
奉
仕
、
夜
は
静
座
や
映
画
、
座
談
会
等
の
日
課
で
す
。

こ
の
記
事
は
、｢

全
国
に
さ
き
が
け
る
興
亜
少
女
隊
合
宿
拓
務
訓
練｣

を
報
じ

た
も
の
で
、｢

少
女
隊
の
炊
事
訓
練｣

の
写
真
を
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
合
宿
訓
練
の
主
眼
が
、
少
女
に
炊
事
訓
練
を
施
す
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
、
家
事
を
担
う
も
の
と
し
て
の
訓
練
で
あ
っ
た
。

｢

満
洲
開
拓
事
業
の
進
展｣

(｢

週
報｣

第
二
二
四
号
、
昭
和
十
六
年
一
月
二
十

二
日)

に
お
い
て
拓
務
省
拓
北
局
は
、｢

開
拓
民
の
大
量
入
植
に
伴
つ
て
、
良
い

配
偶
者
の
大
陸
進
出
は
緊
急
の
問
題｣

と
指
摘
し
、｢

高
等
小
学
女
生
徒
の
興
亜

少
女
隊
の
運
動
は
、
将
来
こ
の
問
題
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
ろ
う｣

と
期
待
し
た
。

｢

満
洲
へ｣

｢

お
嫁
入｣

は
、
予
定
さ
れ
た
将
来
と
も
取
れ
る
が
、
満
洲
開
拓
事

業
に
お
け
る

｢

良
い
配
偶
者
の
大
陸
進
出｣

が

｢

緊
急
の
問
題｣

で
あ
っ
た
。

6

｢

雨｣
(

東
京
市
芝
区
南
海
校
三
年
男
子
、
三
月
十
九
日)

は
、
次
の
よ
う

な
作
品
。

雨
が
降
る
、
と
て
も
き
れ
い
だ
。

へ
い
た
い
お
く
り
の

か
さ
の
む
れ
、

む
か
ふ
の

家
々
の
屋
根
、

雨
に
あ
ふ
ら
れ
て
、
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
る
。

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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｢

戦
時
下｣

は
、
言
う
ま
で
も
な
く

｢

へ
い
た
い
お
く
り｣

。
雨
の
中
、
出
征
の

見
送
り
で
あ
る
。
出
征
の
見
送
り
は
、｢

遺
骨
迎
へ｣

と
と
も
に
、
児
童
の
役
割

で
あ
る
。
出
征
に

｢

遺
骨
迎
へ｣

に
、
教
師
の
引
率
に
よ
り
児
童
が
戦
争
に
向
き

あ
う
こ
と
に
な
る
。

第
一
四
半
期
の

｢

詩｣

作
品
は
、
九
六
作
品
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に

｢

戦
時

下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
六
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
九
〇
作
品
は

｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

第
一
四
半
期
の
季
節
柄
の
作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
っ
た
。

山
茶
花
の
花
、

薄
赤
い
花
び
ら
、

一
つ
二
つ
、

ひ
ら
�
�
落
ち
る
。

時
々
花
粉
が
に
ほ
ふ
。

｢

山
茶
花｣

(

一
月
十
日
・
金
、
第
一
三
三
九
号)

、
静
岡
県
横
須
賀
校
六
年
男

子
の
作
品
で
あ
る
。
山
茶
花
が
咲
く
と
冬
だ
。
そ
の
山
茶
花
の
花
び
ら
が
散
り
始

め
た
。
花
粉
も
飛
ん
で
、
冬
が
深
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
作
者
は
、
視
覚
と
嗅

覚
で
季
節
を
捉
え
て
見
せ
た
。

田
の
そ
ば
通
つ
た
。

大
空
が
、

田
に
う
つ
つ
て
る
。

大
空
の
中
を
、

私
は
あ
る
い
て
る
。

｢

大
空｣
(

一
月
二
十
一
日
・
火
、
第
一
三
四
八
号)

、
千
葉
県
竹
岡
校
五
年
女

子
の
作
品
で
あ
る
。
畦
道
を
歩
く
と
大
空
を
歩
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
水
を
張
っ

た
田
に
、
大
空
が
写
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
房
総
半
島
で
は
春
が
早
い
。
田
に
水
が

張
ら
れ
た
の
は
農
作
業
の
準
備
か
。

母
と
寒
い
畠
で
、
麦
の
土
か
ぶ
せ
、

網
の
じ
よ
れ
ん
で

ふ
る
ふ
。

小
さ
い
草
が

埋
つ
て
し
ま
ふ
。

曲
つ
た
青
い

麦
の
芽
が
、

す
ぐ
独
り
で

ピ
ン
と
す
る
。

後
さ
が
り
の

母
が
早
い
。

役
場
の
窓
に
射
す

夕
日
の
強
い
反
射
。

｢

土
か
ぶ
せ｣

(

二
月
六
日
・
木
、
第
一
三
六
二
号)

、
静
岡
県
横
須
賀
校
高
二

女
子
の
作
品
で
あ
る
。
麦
は
、
晩
秋
か
ら
春
の
間
に
、
何
度
か
麦
踏
と
土
入
れ
を

施
す
。
根
を
し
っ
か
り
と
張
ら
せ
る
こ
と
で
収
穫
量
の
増
産
を
願
っ
て
の
こ
と
だ
。

高
等
科
二
年
の
女
子
は
、
農
作
業
の
立
派
な
労
働
力
で
あ
る
。
夕
日
が
射
す
寒
い

夕
方
、
母
と
二
人
で
麦
に
土
を
入
れ
る
。
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
、
網
の
じ
ょ
れ
ん

で
土
を
掬
い
麦
の
上
で
篩
う
。
慣
れ
て
い
る
母
は
、
仕
事
が
速
い
。
私
は
た
ち
ま

ち
お
い
て
い
か
れ
た
。
母
と
娘
の
寒
の
農
作
業
に
、
父
の
姿
は
見
え
な
い
よ
う
だ
。

今
朝
も
お
庭
を

の
ぞ
い
て
見
る
と
、

庭
一
ぱ
い
に
霜
柱
、
ふ
む
と
ざ
く
。

土
を
よ
け
る
と
、
一
め
ん
に
ま
つ
白
。

ど
こ
を
ふ
ん
で
も
、
ざ
く
�
�
、

音
を
た
て
て

た
ふ
れ
ま
す
。

｢

霜
柱｣

(

二
月
十
九
日
・
水
、
第
一
三
七
三
号)

、
東
京
女
子
高
等
師
範
附
属

校
二
年
女
子
の
作
品
で
あ
る
。
庭
に
は
、｢

今
朝
も｣

霜
柱
が
立
っ
て
い
る
。
踏

ん
で
み
る
と
ざ
く
ざ
く
と
音
を
た
て
る
。
土
を
ど
け
て
み
る
と
、
氷
の
柱
が
び
っ

し
り
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
踏
ん
で
み
た
。
ざ
く
ざ
く
と
ま
た
、
音
を
た
て
る
。

冬
の
朝
の
楽
し
み
だ
。

早
春

(

秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
六
年
女
子)

春
先
だ
。

軒
下
の
雪
が
と
け
て
、
細
い
一
筋
の
糸
に
な
り

ち
よ
ろ
�
�
道
端
へ
、
流
れ
て
ゐ
る
。

太
陽
に
光
つ
て
ゐ
る
。

早
春
の
香
が

し
て
く
る
。
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早
春

(

茨
城
県
枝
川
校
高
二
男
子)

朝
も
や
が
か
ゝ
つ
て
、

梅
の
花
が

ぼ
ん
や
り
見
え
る
。

遠
く
筑
波
山
の

雄
姿
が
目
に
映
る
。

土
手
の
草
、

若
芽
が
萌
え
出
て
、

我
が
足
は

柔
か
な
る
土
を
踏
む
。

両
作
品
と
も
三
月
十
五
日

(

土
・
第
一
三
九
四
号)

に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ

｢

早
春｣

を
内
容
と
す
る
が
、
住
ま
い
に
よ
る

｢

早
春｣

の
違
い
が
描
か
れ
て

い
る
。
秋
田
の

｢

早
春｣
が
雪
ど
け
な
ら
、
茨
城
の

｢

早
春｣

は
、
朝
も
や
で
あ

る
。
秋
田
の
雪
ど
け
は

｢

一
筋
の
糸｣

で
あ
る
が
、
茨
城
で
は

｢

若
芽
が
萌
え｣

、

土
は

｢

柔
か｣

だ
。

第
一
四
半
期
、
児
童
は
、
視
覚
や
触
覚
や
嗅
覚
に
よ
っ
て
、
季
節
の
花
に
、
自

然
に
向
き
合
い
、
身
の
回
り
の
自
然
を
、
日
常
生
活
で
の
農
作
業
を
作
品
化
し
た

の
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ
っ
た
。

三

昭
和
十
六
年
第
二
四
半
期
に
お
け
る

｢

詩｣

第
二
四
半
期

(

四
月
〜
六
月)

に
掲
載
さ
れ
た

｢

詩｣

は
八
二
作
品
。
こ
の
内
、

作
品
内
容
に

｢

戦
時
下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
九
作
品
で
あ
り
、
掲
載
作
品

に
占
め
る
掲
載
率
は
約
一
一
・
〇
％
と
な
る
。

7

｢

宿
営｣

(

神
奈
川
県
横
浜
市
保
土
谷
帷
子
校
三
年
男
子
、
四
月
六
日
・
日
、
第
一
四
一
二
号)

8

｢

一
年
生｣(

茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
四
年
男
子
、
五
月
一
日
・
木
、
第
一
四
三
三
号)

9

｢

長
刀｣

(

茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
五
年
女
子
、
五
月
二
十
一
日
・
木
、
第
一
四
五
〇
号)

10

｢

お
べ
ん
た
う｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
五
年
男
子
、
六
月
一
日
・
日
、
第
一
四
六
〇
号)

11

｢

ウ
マ
ノ
入
営｣

(

東
京
府
下
潤
徳
校
三
年
男
子
、
六
月
三
日
・
火
、
第
一
四
六
一
号)

12

｢

帰
つ
て
来
た
兄｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
柿
生
校
高
一
男
子
、
六
月
十
二
日
・
木
、
第
一
四
六
九
号)

13

｢

探
照
灯｣

(

静
岡
県
静
岡
市
森
下
校
四
年
男
子
、
六
月
十
四
日
・
土
、
第
一
四
七
一
号)

14

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

(

茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
、
六
月
二
十
日
・
金
、
第
一
四
七
六
号)

15

｢

た
う
ゑ｣

(

千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
二
年
女
子
、
六
月
二
十
九
日
・
日
、
第
一
四
八
四
号)

7

｢

宿
営｣

(

神
奈
川
県
横
浜
市
保
土
谷
帷
子
校
三
年
男
子
、
四
月
六
日)

は
、

次
の
よ
う
な
作
品
。

家
に
泊
つ
た
部
隊
長
、

お
ひ
げ
の
の
び
た

部
隊
長
、

丈
が
高
く

で
つ
ぷ
り
と
、

指
揮
刀
さ
げ
た

そ
の
す
が
た
、

ほ
ん
と
に
勇
ま
し
い
。

兵
隊
さ
ん
は
戦
車
隊
、

僕
は
戦
車
を
見
に

行
つ
た
。

強
く
た
く
ま
し
い

そ
の
す
が
た
、

広
い
野
原
い
つ
ぱ
い
に

ほ
ん
と
に
勇
ま
し
い
。

出
発
の
時
が
来
た
、

つ
ぎ
�
�
出
て
来
る

戦
車
、

ご
う
�
�
地
響

た
て
て
ゐ
る
。

ど
れ
も
こ
れ
も

お
城
の
や
う
だ
、

僕
は
夢
中
で

見
と
れ
て
ゐ
た
。

戦
車
隊
の
部
隊
長
が
、｢

僕｣

の
家
に
泊
ま
り
、
野
原
に
集
結
し
た
戦
車
を
見

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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に
行
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
戦
地
へ
の
移
動
途
中
か
、
あ
る
い
は
演
習
先
へ

の
移
動
か
は
不
明
だ
が
、
戦
車
は
、
児
童
の
生
活
圏
に
入
り
込
み
、｢

僕｣

は
、

｢

ご
う
�
�
地
響
た
て
て
ゐ
る｣

戦
車
に

｢

夢
中
で
見
と
れ
て
ゐ
た｣

。

軍
隊
が
、
民
間
の
住
宅
に

｢

宿
営｣

す
る
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
見
み
ら
れ

た
。
ま
た
、
成
城
学
園
初
等
学
校
四
年
生
が
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
七
日
に
刊
行

し
た
綴
り
方
集

『

柏』

に
収
録
さ
れ
た
女
子
の
作
品
、｢

兵
隊
さ
ん
さ
よ
な
ら｣

に
次
の
一
節
が
あ
る
。

八
月
四
日
の
夜
、
家
に
泊
つ
て
ゐ
た
兵
隊
さ
ん
四
人
が
戦
地
に
た
つ
の
で
、

よ
る
お
そ
く
ま
で
あ
そ
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
夕
方
早
く
兵
隊
さ
ん
達
は
、
お
風

呂
に
入
つ
て
、
早
く
夕
御
飯
を
食
べ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

私
達
も
早
く
お
風
呂
に
入
つ
て
夕
御
飯
を
た
べ
ま
し
た
。

｢

兵
隊
さ
ん｣

の
出
発
は
、
夜
中
の
十
二
時
。
そ
れ
ま
で
起
き
て
い
る
の
は
、

出
発
を
見
送
る
た
め
だ
。
泊
ま
っ
た

｢
兵
隊
さ
ん｣

の

｢

お
母
様｣

が
、
見
送
り

に
来
た
の
か
、
宿
泊
の
お
礼
に
来
て
、｢
長
い
間
お
せ
わ
さ
ま
で
し
た｣

と
挨
拶

す
る
一
節
も
あ
る
。
こ
の

｢

兵
隊
さ
ん｣

た
ち
は
幾
日
も
滞
在
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
の
綴
り
方
の

｢

私
達｣

も
、
戦
車
の
地
響
き
こ
そ
な
い
も
の
の
、

｢

大
ぜ
い
の
兵
隊
さ
ん
た
ち｣

が

｢

き
れ
い
に
並
ん
で｣
、｢

さ
よ
う
な
ら
―｣

と

挨
拶
し
て
出
発
し
て
い
く
の
を
見
送
っ
た
。｢

宿
営｣

の

｢
僕｣

も
、
こ
の

｢

私

達｣

も
将
に

｢

戦
時
下｣

の
日
常
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

8

｢

一
年
生｣

(

茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
四
年
男
子
、
五
月
一
日)
の
前
半
に
、

次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

ぼ
く
ら
の

と
な
り
ぐ
み
に

今
度
一
年
生
が

二
人
は
い
つ
た
。

ど
ち
ら
も
元
気
だ
。

学
校
へ
い
く
の
が

す
き
だ
と
見
え
て
、

か
け
る
や
う
に

あ
る
い
て
行
く
。

四
年
生
が
一
年
生
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
る
光
景
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一

年
生
は
、｢

ぼ
く
ら
の
と
な
り
ぐ
み
に｣

入
っ
た
の
で
あ
る
。｢

と
な
り
ぐ
み｣

と

は
、
児
童
の

｢

隣
組｣

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

は
、

昭
和
十
五
年
七
月
十
九
日

(

金
・
第
一
一
九
一
号)

に
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載

し
た
。

少
国
民
も
新
体
制
へ

学
童
の
と
な
り
組

東
京
府
田
無
校
の
大
意
気
込

小
学
生
ば
か
り
の
隣
組
が
東
京
府
田
無
校
に
新
し
く
生
れ
ま
し
た
。
先
生
と

生
徒
と
は
、
学
校
ば
か
り
で
な
く
、
お
家
へ
帰
つ
て
か
ら
で
も
、
い
つ
も
何

か
の
時
の
相
談
に
、
か
け
つ
け
る
や
う
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
お
友
だ
ち

同
士
も
隣
近
所
で
力
を
合
せ
て
、
銃
後
の
日
本
大
丈
夫
と
い
ふ
意
気
込
が
必

要
だ
と
い
ふ
の
で
、
田
無
校
で
は
学
童
隣
組
指
導
班
制
度
を
実
行
し
て
、
好

成
績
を
あ
げ
て
ゐ
ま
す
。

こ
の

｢

学
童
隣
組｣

は
、｢

夏
休
中
の
学
校
か
ら
の
通
知
や
、
連
絡
、
勤
労
奉

仕｣

、
学
習
会
や
修
養
会
に
も
教
え
あ
っ
て
共
々
に
頼
り
に
な
る
癖
を
つ
け
よ
う

と
の
目
的
で
あ
り
、｢

こ
の
隣
組
学
童
班
が
大
人
の
隣
組
の
お
手
本
に
な
る
や
う

に
、
力
を
合
せ
て
一
団
と
な
つ
て
よ
く
働
き
、
よ
く
遊
ぶ｣

の
で
校
長
先
生
も
喜

ん
で
い
る
と
結
ぶ
。

学
童
隣
組
は
、
学
校
か
ら
の
伝
達
や
勤
労
奉
仕
の
単
位
と
す
る
児
童
の
組
織
化

で
あ
っ
た
が
、｢

子
供
隣
組｣

と
も
呼
ば
れ
た
。｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

で
も
、
そ

の
結
成
を
昭
和
十
五
年
十
月
八
日

(

火
・
第
一
二
六
〇
号)

に
、
次
の
よ
う
に
報

じ
た
。

矢
来
町
に
子
供
隣
組

お
湯
屋
を
常
会
場
に
申
合
せ
六
ケ
条

隣
組
は
大
人
ば
か
り
に
は
限
る
ま
い
と
い
ふ
の
で
、
東
京
市
牛
込
区
矢
来
町

に
六
日
隣
組
子
供
会
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の

｢

子
供
隣
組｣

の
会
員
は
、｢

町
内
に
住
む
六
つ
か
ら
十
四
ま
で
の
子
供

に
限
り
、
尋
常
六
年
生
と
高
等
科
生
徒
が
世
話
人｣

で
、
次
の

｢

六
箇
条
の
申
合

せ｣

を
決
め
た
。

一
、
朝
お
き
た
ら
、
お
う
ち
の
人
に
ご
あ
い
さ
つ
し
ま
せ
う
。

一
、
途
中
で
も
町
内
の
子
供
は
あ
い
さ
つ
し
ま
せ
う
。
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一
、
町
内
の
お
と
な
に
も
ご
あ
い
さ
つ
し
ま
せ
う
。

一
、
落
書
き
や
い
た
づ
ら
は
や
め
ま
せ
う
。

一
、
子
供
の
け
ん
く
わ
は
と
め
ま
せ
う
。

一
、
道
路
や
下
水
は
き
れ
い
に
し
ま
せ
う
。

矢
来
町
の

｢

子
供
隣
組｣

は
、｢

町
会
長｣

が

｢

万
事
の
世
話
を
し｣

た
も
の

で
、
大
人
に
よ
る
子
供
の
日
常
生
活
の
躾
け
が
目
的
の
よ
う
で
あ
る
。

3

｢

雪
の
夜｣

で
は
、
児
童
が
雪
の
中
を
隣
に

｢

回
覧
板｣

を
回
し
に
行
っ
た

が
、
そ
の
回
覧
板
が
回
る
の
が
、｢

隣
組｣

で
あ
っ
た
。｢

子
供
隣
組｣

は
、
そ
う

し
た
大
人
の

｢

隣
組｣
を
子
供
達
に
ま
で
組
織
さ
せ
、
加
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
の
子
供
社
会
の
組
織
化
を
図
っ
た
。

9

｢

長
刀｣

(

茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
五
年
女
子
、
五
月
二
十
一
日)

は
、
次

の
よ
う
な
作
品
。

月
曜
日
の
六
時
間
目
だ

長
刀
の
練
習
、

｢

え
い
。｣

み
ん
な
元
気
な
声
だ
。

私
も
ま
け
な
い
で

大
き
な
声
を
出
し
た
。

長
刀
を
振
上
げ
る
度
に

体
が
あ
つ
く
な
る
、

顔
も
ぽ
か
�
�
、

ほ
て
つ
て
く
る
。

女
子
児
童
の
体
育
の
時
間
に
、
薙
刀
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十
四
年

五
月

(

一
九
三
九)

の
小
学
校
武
道
要
目
の
制
定
で
あ
っ
た
が
、｢

東
日
小
学
生

新
聞｣

は
、
同
年
八
月
十
日

(

木
・
第
八
九
八
号)

の

｢

夏
の
日
記｣

に
、
東
京

市
杉
並
区
第
十
校
五
年
女
子
の

｢

綴
方｣

作
品
、｢

長
刀
の
日｣

を
掲
載
し
た
。

今
日
は
一
、
三
、
五
年
の
学
校
へ
行
く
日
で
あ
る
。
今
度
来
る
時
は
鉢
巻
、

手
拭
、
運
動
の
用
意
を
し
て
来
い
と
言
ふ
言
葉
に
気
づ
い
て
見
る
と
、
今
日

は
長
刀
を
や
る
日
で
あ
る
。
勇
ん
で
学
校
へ
来
た
。
間
も
な
く

｢

長
刀
の
用

意｣

の
声
も
終
る
か
終
ら
な
い
う
ち
、｢

わ
あ
ー｣

と
喜
ぶ
声
。
胸
を
た
ゝ

く
音
。
皆
長
刀
の
用
意
し
て
相
川
先
生
か
ら
習
つ
た
。

夏
休
み
の
登
校
日
に
、｢

長
刀｣

の
練
習
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

｢

長
刀｣

は
、
女
子
児
童
の
心
身
鍛
錬
で
あ
っ
た
。

氏
家
校
上
級
女
生
徒
の

頼
も
し
き
長
刀
体
操

栃
木
県
氏
家
校
で
は
、
興
亜
少
女
の
心
身
鍛
錬
に
と
、
六
年
生
以
上
の
女
生

徒
に
長
刀
体
操
を
教
へ
て
居
り
ま
す
。
師
走
の
寒
空
も
な
ん
の
そ
の
、
パ
ン

ツ
と
運
動
シ
ヤ
ツ
一
枚
の
薄
着
で
、
き
り
つ
と
鉢
巻
を
し
て
校
庭
に
お
り
立

つ
た
女
生
徒
は
、
エ
イ
ツ
、
ヤ
ツ
、
オ
ツ
の
気
合
も
勇
ま
し
く
、
六
尺
余
の

木
長
刀
を
縦
横
、
左
右
に
ふ
り
回
す
有
様
は
、
本
当
に
た
の
も
し
い
限
り
で

す
。

｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
四
日

(

土
・
第
一
三
一
八
号)

の
記
事
で
あ
る
。｢

師
走
の
寒
空｣

の
下
、｢

木
長
刀｣

を
振
り
か
ぶ
っ
た
多
数
の

女
子
児
童
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
、｢

頼
も
し
い
長
刀｣

振
り
を
伝
え
て
い
る
。

年
が
改
ま
り
、｢

少
國
民
新
聞｣

と
改
題
さ
れ
た
十
六
年
一
月
二
十
四
日

(

金
・

第
一
三
五
一
号)

に
は
、
東
京
市
中
野
区
桃
園
第
四
校
で
の

｢

霜
を
踏
ん
で
寒
稽

古｣

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

寒
稽
古
は
先
づ
宮
城
並
び
に
皇
大
神
宮
遥
拝
、
黙
祷
に
次
い
で
、
明
治
天
皇

の
御
製

�真
心
を
こ
め
て
き
た
ひ
し
太
刀
こ
そ
は
乱
れ
ぬ
国
の
ま
も
り
な
り

け
れ
�
を
奉
唱
し
、
校
長
先
生
の
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
つ
た
の
ち
、
�私
共

は
天
皇
陛
下
の
赤
子
で
あ
り
ま
す
。
至
誠
奉
公
、
明
朗
和
親
以
つ
て
負
荷

(

に
な
ふ
事)

の
大
任
を
全
う
す
べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
�
と
宣
誓
を
し
て

肌
刺
す
寒
気
を
も
の
と
も
せ
ず
、
剣
道
に
、
柔
道
に
、
薙
刀
に
と
一
斉
に
熱

と
力
の
行
が
は
じ
ま
る
の
で
す
。

男
子
の
剣
道
、
女
子
の
薙
刀
の
写
真
を
添
え
た

｢

男
子
も
女
子
も
力
一
杯

た

の
も
し
い
桃
園
第
四
校｣

の
後
半
の
記
事
で
あ
る
。
寒
稽
古
の
期
間
は
、
一
月
二

十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
で
、
五
、
六
年
生
男
女
児
童
四
百
八
十
余
名
。
時
間
は
、

授
業
が
始
ま
る
前
の
七
時
か
ら
八
時
ま
で
だ
が
、
そ
の
一
時
間
も
前
か
ら
稽
古
に

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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励
む
児
童
を
紹
介
し
て
い
る
。｢

校
庭
を
道
場｣

と
す
る
寒
稽
古
は
、
明
治
天
皇

の
御
製
を
そ
の
根
拠
と
し
、｢

天
皇
陛
下
の
赤
子｣

と
し
て
の

｢

大
任｣

を
担
う

た
め
の

｢

努
力｣

と
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
記
事
で
あ
る
。

東
京
中
野
が

｢

霜
を
踏
ん
で｣

の
寒
稽
古
で
あ
れ
ば
、｢

�日
本
の
屋
根
�
と
言

は
れ
て
空
気
も
凍
る
や
う
な｣

長
野
市
後
町
校
で
は
、｢

凍
り
つ
く
校
庭
で
素
足

の
寒
稽
古｣
で
あ
る
。

ま
だ
う
す
明
る
い
午
前
六
時
に
起
き
て
、
凍
り
つ
く
校
庭
の
土
を
素
足
で
踏

ん
で
、
太
鼓
の
音
に
合
は
せ
な
が
ら

�エ
イ
ツ
、
ヤ
ツ
�
と
掛
声
も
勇
ま
し

く
、
男
子
は
剣
術
、
女
子
は
長
刀
の
寒
稽
古
を
し
て
ゐ
ま
す
。
�昔
か
ら
伝

は
つ
て
ゐ
る
武
芸
の
中
か
ら
、
尊
い
日
本
精
神
を
養
ふ
の
で
す
�
と
、
松
本

校
長
先
生
の
言
は
れ
る
通
り
、
剣
を
通
し
、
長
刀
を
通
し
、
少
国
民
の
心
や

身
体
が
、
た
く
ま
し
く
鍛
へ
上
げ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

｢

少
國
民
新
聞｣

昭
和
十
六
年
一
月
三
十
一
日

(

金
・
第
一
三
五
七
号)

の
記

事
で
あ
る
が
、
古
来
の
武
芸
か
ら

｢

尊
い
日
本
精
神
を
養
ふ｣

と
の
目
的
は
、
四

月
か
ら
の

｢

国
民
学
校｣

に
設
置
と
な
る

｢
体
錬
科
武
道｣

の
教
育
目
的
に
叶
う

も
の
で
あ
っ
た
。

作
品
9

｢

長
刀｣

は
五
月
二
十
一
日
の
掲
載
で
あ
り
、
こ
の
国
民
学
校
で
は
、

｢

長
刀｣

が

｢

月
曜
日
の
六
時
間
目｣

に
正
課
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

推
測
で
き
る
が
、
国
民
学
校
で
は
、｢

闊
達
剛
健
な
る
心
身
と
献
身
奉
公
の
実
践

力｣

を
養
う
為
に

｢

体
錬
科｣

が
設
定
さ
れ
、｢

体
錬
科｣

に
は
、｢
武
道
・
体
操｣

が
お
か
れ
た
。

体
錬
科
に
体
錬
科
武
道
を
置
き
、
体
錬
科
体
操
と
相
俟
つ
て
心
身
を
鍛
錬

し
我
が
国
伝
来
の
武
道
の
精
神
を
涵
養
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
な
ほ
体
錬

科
体
操
の
教
材
に
衛
生
が
加
へ
ら
れ
た
。

文
部
省

｢

国
民
学
校
制
の
解
説｣

(｢

週
報｣

第
二
二
三
号
、
昭
和
十
六
年
一
月

十
五
日
号)

に
お
け
る

｢

科
目
の
名
称
の
変
化
そ
の
他｣

の
一
節
で
あ
る
。

｢

長
刀｣

は
、
�真
心
を
こ
め
て
き
た
ひ
し
太
刀
こ
そ
は
乱
れ
ぬ
国
の
ま
も
り
な

り
け
れ
�
の
精
神
の
下
、
女
子
児
童
に
お
け
る

｢

体
錬
科
武
道｣

と
し
て
、
心
身

鍛
錬
の
み
な
ら
ず
、｢

我
が
国
伝
来
の
武
道
の
精
神｣

の
涵
養
を
担
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

10

｢

お
べ
ん
た
う｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
五
年
男
子
、
六
月
一
日)

は
、

次
の
よ
う
な
作
品
。

え
ん
だ
い
に

こ
し
か
け
て
、

お
べ
ん
た
う
を
た
べ
る
。

ぼ
く
の
は

ひ
の
丸
べ
ん
た
う
だ
。

中
に
は

お
す
し
の
人
も
ゐ
る
。

み
ん
な
う
ま
さ
う
に

た
べ
て
ゐ
る
。

ほ
ん
た
う
に

み
ん
な
う
ま
さ
う
だ
。

｢

ひ
の
丸
べ
ん
た
う｣

は
、
弁
当
箱
の
ご
飯
の
真
中
に
梅
干
し
だ
け
入
れ
た
も

の
で
、
今
日
の
遠
足
の
お
昼
だ
。
昭
和
十
四
年
五
月
十
九
日

(

金
・
第
八
二
七
号)

の

｢

綴
方｣

作
品
の

｢

遠
足｣

に
も
、｢

背
中
に
し
よ
つ
て
居
る
の
は
、
あ
り
が

た
い
日
の
丸
べ
ん
た
う
で
す｣

の
一
文
が
見
え
た
が
、
作
品
10

｢

お
べ
ん
た
う｣

で
は
、｢

ひ
の
丸
べ
ん
た
う｣

以
外
に

｢

お
す
し
の
人
も｣

い
た
こ
と
に
な
る
。

昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日

(

土
・
第
六
七
九
号)

の

｢

詩｣

作
品
、｢

日
の

丸
弁
当｣

で
は
、｢

明
日
は
誰
も
日
の
丸
弁
当
と
、
朝
会
で
校
長
先
生
が
お
つ
し

や
つ
た｣

の
一
文
が
あ
り
、｢

日
の
丸
弁
当｣

が
校
長
の
指
示
で
あ
っ
た
が
、
10

｢

お
べ
ん
た
う｣

か
ら
は
、
遠
足
の
昼
食
が

｢

ひ
の
丸
べ
ん
た
う｣

と
強
制
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
選
択
性
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
作
品
だ
。

11

｢

ウ
マ
ノ
入
営｣

(

東
京
府
下
潤
徳
校
三
年
男
子
、
六
月
三
日)

は
、
次
の

よ
う
な
作
品
。

ハ
イ
シ
�
�
、

オ
ウ
マ
ガ

ト
ホ
ル
。

オ
ウ
マ
ノ

カ
ケ
ゴ
エ

パ
カ
�
�
ヒ
ン
�
�

イ
サ
マ
シ
ク
、

オ
ウ
マ
モ

セ
ン
チ
ヘ

行
キ
マ
ス
カ
。

日
ノ
マ
ル

ム
ネ
ニ
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ヒ
ラ
�
�
サ
セ
テ
、

ケ
フ
ハ

オ
ウ
マ
ノ

入
営
ダ
。

児
童
は
、
人
間
の
入
営
や
出
征
の
み
で
な
く
、
軍
馬

｢

入
営｣

の
見
送
り
に
も

刈
り
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

12

｢
帰
つ
て
来
た
兄｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
柿
生
校
高
一
男
子
、
六
月
十
二
日)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

こ
つ
�
�
と
入
口
で

く
つ
の
音
、

格
子
を
あ
け
て
、
兄
が
入
る
。

に
こ
�
�
笑
つ
て
、
ゲ
ー
ト
ル
を
取
つ
た
。

え
り
に
け
ん
章
が

光
つ
て
る
。

兄
が

｢

帰
つ
て
来
た｣

理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
事
前
に

分
か
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
靴
の
音
、
格
子
の
あ
く
音
が
、
兄
が
帰
っ
て
き
た
こ
と

を
知
ら
せ
て
い
る
。
兄
は
、
に
こ
に
こ
笑
っ
て
い
る
が
、
迎
え
る
家
族
の
に
こ
に

こ
顔
も
作
品
か
ら
浮
か
ん
で
く
る
。｢

け
ん
章｣
が
ど
の
階
級
で
あ
る
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
光
っ
て
い
る

｢

け
ん
章｣

は
、
弟
に
と
っ
て
も
誇
ら
し
い
と
い
う
こ

と
。13

｢

探
照
灯｣

(

静
岡
県
静
岡
市
森
下
校
四
年
男
子
、
六
月
十
四
日)

は
、
次

の
よ
う
な
作
品
。

夜
庭
へ
出
て
見
た
ら
、

探
照
灯
が
光
つ
て
た
。

あ
、
飛
行
機
だ
。

音
の
す
る
方
へ
、

光
が
近
寄
つ
て
行
く
。

あ
、
見
つ
け
た
。

飛
行
機
が
、

黄
色
く
光
つ
て
る
、

ま
ぶ
し
さ
う
だ
。

探
照
灯
の
光
り
の
筋
が
夜
空
を
移
動
し
、
飛
行
機
の
爆
音
方
向
と
光
り
の
筋
が

交
差
し
、
飛
行
機
を
捉
ら
え
る
ま
で
を
眺
め
て
い
た
。
作
者
の
児
童
に
は
、
こ
の

光
景
に
対
面
し
て
の
驚
き
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
予
定
さ
れ
て
い
た
夜
間
の
防
空

訓
練
と
い
う
こ
と
か
。
訓
練
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
紛
れ
も
な
く
、
戦
時
下
ゆ
え

の
訓
練
で
あ
っ
た
。

14

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

(

茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
三
年
男
子
、
六
月
二
十
日)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

つ
り
を
し
て
ゐ
る
と
、
ご
う
つ
と
い
ふ

音
が
し
た
。

あ
、
汽
車
だ
。

鉄
橋
の
上
を
通
る
。

へ
い
た
い
さ
ん
の

か
ほ
が
見
え
た
。

ぼ
く
は
手
を
あ
げ
て

ば
ん
ざ
い

と
い
つ
た
。

へ
い
た
い
さ
ん
は

わ
ら
い
な
が
ら

し
つ
け
い
を
し
て

ぼ
く
の
方
を
見
て
る
。

ぼ
く
は
、
ば
ん
ざ
い
を
し
た
。

釣
り
を
し
て
い
た

｢

ぼ
く｣

は
、
鉄
橋
を
渡
っ
て
い
く
汽
車
の
中
に

｢

兵
隊
さ

ん｣

を
見
つ
け
、｢

ぼ
く｣

が
万
歳
を
す
る
と
、｢

ぼ
く｣

の
万
歳
に
気
付
い
た

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

が
、｢

ぼ
く｣

に

｢

し
つ
け
い｣

を
し
て
く
れ
た
。
こ
の

｢

へ

い
た
い
さ
ん｣

は
、
ど
ん
な

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

か
不
明
で
あ
る
。
個
人
な
の
か
、

一
両
全
部
な
の
か
、
一
列
車
す
べ
て
が

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

な
の
か
。
一
人
の

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

を
見
つ
け
て
万
歳
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
に
く
い
。
移

動
し
て
い
く
大
勢
の

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

を
見
送
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
な
お
、

｢

し
つ
け
い｣

は
、
敬
礼
の
こ
と
か
。

15

｢

た
う
ゑ｣

(

千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
二
年
女
子
、
六
月
二
十
九
日)

は
、

次
の
よ
う
な
作
品
。

き
の
ふ
わ
た
し
は
、

た
う
ゑ
を
し
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
の

あ
し
に
、

ひ
る
が
ゐ
た
の
で
、

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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び
つ
く
り
し
ま
し
た
。

前
稿
の
昭
和
十
六
年
の

｢

俳
句｣

、｢

苗
代
田
こ
こ
に
あ
す
こ
に
奉
仕
隊｣

(

埼

玉
県
所
沢
校
高
二
男
子
、
六
月
七
日
・
土
、
第
一
四
六
五
号)

の
検
討
に
際
し
、

｢
食
糧
の
増
産｣

の
た
め
の
勤
労
奉
仕
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、｢

少
國
民
新
聞｣

の
昭
和
十
六
年
一
月
十
六
日

(

木
・
第
一
三
四
四
号)

を
引
用
し
て
お
い
た
。

前
々
稿
の

｢

綴
方｣

で
も
検
討
し
た
が
、
こ
の
時
期
、
農
繁
期
に
お
け
る
勤
労

奉
仕
が
児
童
に
も
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

大
政
翼
賛
会
で
は
十
四
日
、
全
国
道
府
県
の
農
務
課
長
や
農
会
幹
事
、
衛

生
課
長
を
ま
ね
き
、
農
林
、
文
部
、
厚
生
各
省
か
ら
も
関
係
局
部
長
が
出
席

し
て
、
戦
時
食
糧
確
保
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
手
不
足
で
お

米
や
雑
穀
の
増
産
が
思
ふ
や
う
に
行
か
ぬ
農
村
へ
、
今
年
か
ら
は
田
植
の
五
、

六
月
ご
ろ
と
、
と
り
い
れ
時
の
十
月
な
ど
農
家
の
急
が
し
い
時
、
四
年
生
以

上
の
全
小
学
生
徒
を
は
じ
め
、
中
等
学
校
生
徒
、
専
門
学
校
生
徒
、
大
学
生

を
、
授
業
を
休
ま
せ
、
本
式
に
農
村
へ
手
伝
ひ
に
出
動
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

｢

食
糧
の
増
産｣

の
た
め
の
勤
労
奉
仕
は
、｢

四
年
生
以
上
の
全
小
学
生
徒｣

が

対
象
で
あ
り
、
15

｢

た
う
ゑ｣

の
児
童
は
二
年
生
で
対
象
外
と
い
う
こ
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
が
、
農
村
へ
勤
労
奉
仕
に
向
か
う
の
は
、
自
宅
が
農
家
で
は
な
い
児

童
生
徒
で
あ
り
、
自
宅
が
農
家
の
児
童
生
徒
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
自
宅
の
農
作

業
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
四
半
期
の

｢

詩｣

作
品
は
、
八
二
作
品
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に

｢
戦
時

下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
九
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
七
三
作
品
は

｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
四
半
期
の
季
節
柄
の
作
品
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
っ
た
。

春

(

静
岡
市
森
下
校
五
年
女
子)

暖
か
い
風
が
、
す
ー
つ
と
気
持
ち
良
く

吹
い
て
く
る
。

緑
の
百
合
の
芽
が
、
大
分
大
き
く
な
つ
た
。

青
木
の
葉
が
つ
や
�
�
美
し
く
光
つ
て
ゐ
る
。

山
椒
、
ぐ
み
の
木
。

日
毎
、
日
毎

伸
び
て
行
く
木
の
芽
。

春
の
日
が
暖
か
に

射
し
て
ゐ
る
。

猫
柳

(

北
海
道
月
寒
校
高
二
男
子)

川
ば
た
の
猫
柳
、
ふ
つ
く
り
と
、

ふ
く
ら
ん
で
、
と
て
も
ぬ
く
さ
う
だ
。

真
球
の
色
の
や
う
に
、
ぎ
ら
�
�
と
光
る
毛
、

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
む
く
�
�
と
、

ふ
く
ら
ん
で
、
く
る
や
う
だ
。

｢

春｣

は
、
四
月
三
日

(

木
・
第
一
四
一
〇
号)

、｢

猫
柳｣

は
、
四
月
二
十
三

日

(

水
・
第
一
四
二
六
号)

に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

｢

春｣

を
内
容
と
す

る
が
、
住
ま
い
に
よ
る

｢

春｣

の
違
い
が
描
か
れ
て
い
る
。

静
岡
の

｢

春｣

は
、
吹
く
風
も
暖
か
い
。
百
合
の
芽
も
土
か
ら
伸
び
、
常
緑
の

青
木
だ
が
、
つ
や
つ
や
と
光
り
、
日
毎
に
春
が
進
ん
で
い
く
。

北
海
道
の

｢

春｣

は
、｢

猫
柳｣

の
蕾
が
教
え
て
く
れ
る
。
風
が
ま
だ
冷
た
い

の
か
、
そ
の
蕾
が

｢

ぬ
く
さ
う｣

に
見
え
る
。
で
も
、
春
は
や
っ
て
来
る
。
猫
柳

の

｢

毛｣

は
光
り
、｢

む
く
�
�
と
ふ
く
ら
ん
で
く
る
や
う
だ｣

。

雨
の
日

(

新
潟
県
加
茂
校
高
一
女
子)

朝
か
ら
煙
の
や
う
な

雨
が
降
続
い
て
ゐ
る
。

さ
び
し
い
日
だ
。

ど
こ
か
ら
か
聞
え
る

雀
の
さ
へ
づ
り
。

ふ
と
見
る
と
、
柿
の
小
枝
の

小
雀
が
二
羽
、

さ
び
し
さ
う
に

な
い
て
ゐ
る
。

雨
は
ま
だ
や
ま
な
い
、
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早
く
お
家
へ
、
帰
る
と
よ
い
の
に
。

雨

(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
五
年
女
子)

雨
が
し
と
�
�
降
つ
て
ゐ
る
。

雨
に
ぬ
れ
て
、
青
葉
が
き
ら
�
�

光
つ
て
ゐ
る
。

風
に
ふ
か
れ
て
、
四
方
へ
動
く
。

｢

雨
の
日｣

は
、
六
月
八
日

(

日
・
第
一
四
六
六
号)

、｢

雨｣

は
、
六
月
二
十

四
日

(

火
・
第
一
四
七
九
号)

に
掲
載
さ
れ
た
。

｢

雨
の
日｣

で
は
、
雨
降
り
の
さ
び
し
さ
が

｢

柿
の
小
枝｣

の

｢

小
雀
が
二
羽｣

の
さ
え
ず
り
に
象
徴
さ
れ
、
作
者
は
、｢

早
く
お
家
へ
帰
る
と
よ
い
の
に｣

と
、

｢

小
雀｣

を
気
遣
う
。

｢

雨｣

で
は
、
雨
に
き
ら
き
ら
光
っ
て
い
る
青
葉
を
作
者
は
見
つ
め
て
い
る
。

強
い
風
が
吹
い
て
で
も
き
た
の
か
、
青
葉
は

｢
四
方
へ
動
く｣

。

前
者
は
、
雨
を
心
象
風
景
と
し
て
表
現
し
、
後
者
は
、
見
え
た
ま
ま
を
写
し
取
っ

て
見
せ
た
。｢

高
一｣

と

｢

五
年｣

の
年
齢
差
に
よ
る
も
の
か
。

第
二
四
半
期
に
あ
っ
て
も
、
児
童
は
、
視
覚
や
触
覚
に
よ
っ
て
、
季
節
に
、
自

然
に
向
き
合
い
、
ま
た
、
日
常
生
活
を
作
品
化
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
で

あ
っ
た
。三

昭
和
十
六
年
第
三
四
半
期
に
お
け
る

｢

詩｣

第
三
四
半
期

(

七
月
〜
九
月)

に
掲
載
さ
れ
た

｢

詩｣

は
九
八
作
品
。
こ
の
内
、

作
品
内
容
に

｢

戦
時
下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
〇
作
品
で
あ
り
、
掲
載
作

品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
一
〇
・
二
％
と
な
る
。

16

｢

裸
体
操｣

(

岩
手
県
大
槌
校
高
一
男
子
、
七
月
一
日
・
火
、
第
一
四
八
五
号)

17

｢

足｣
(

東
京
市
蒲
田
区
矢
口
校
三
年
男
子
、
七
月
八
日
・
火
、
第
一
四
九
一
号)

18

｢

れ
ん
げ
草｣

(

茨
城
県
豊
郷
校
五
年
女
子
、
七
月
九
日
・
水
、
第
一
四
九
二
号)

19

｢

作
業｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
五
年
男
子
、
七
月
十
六
日
・
水
、
第
一
四
九
八
号)

20

｢

飛
行
機｣

(

宮
城
県
若
柳
校
五
年
男
子
、
七
月
二
十
四
日
・
木
、
第
一
五
〇
五
号)

21

｢

働
く
人｣

(

福
島
県
小
高
校
四
年
男
子
、
七
月
二
十
七
日
・
日
、
第
一
五
〇
八
号)

22

｢

兵
た
い
ご
つ
こ｣

(

茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
四
年
男
子
、
七
月
二
十
九
日
・
火
、
第
一
五
〇
九
号)

23

｢

行
進｣(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
六
年
男
子
、
八
月
九
日
・
土
、
第
一
五
一
九
号)

24

｢

雨｣
(

岩
手
県
大
槌
校
高
一
男
子
、
八
月
十
二
日
・
火
、
第
一
五
二
一
号)

25

｢

少
國
民
新
聞｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
五
年
男
子
、
八
月
十
九
日
・
火
、
第
一
五
二
七
号)

16

｢

裸
体
操｣

(

岩
手
県
大
槌
校
高
一
男
子
、
七
月
一
日)

は
、
次
の
よ
う
な

作
品
。服

も
シ
ヤ
ツ
も

皆
ぬ
い
で
、
裸
体
操
だ
。

み
ん
な
丈
夫
さ
う
だ
。

こ
の
体
が
今
に
、
立
派
な
兵
隊
に

な
る
の
か
。

｢

気
を
つ
け
。｣

ひ
き
し
ま
つ
た

み
ん
な
の
顔
。

裸
体
操
は

｢

立
派
な
兵
隊
に
な
る｣

た
め
の
鍛
錬
と
い
う
こ
と
だ
。｢

服
も
シ

ヤ
ツ
も
皆
ぬ
い
で｣

の
裸
体
操
は
、
季
節
柄
、
心
地
よ
く
も
あ
り
そ
う
だ
。

�こ
の
く
ら
ゐ
の
寒
さ
に
負
け
て
な
る
も
の
か
。
�
と
、
千
葉
県
船
橋
尋
高

校
第
三
校
舎
で
は
、
こ
の
頃
、
毎
日
お
昼
休
み
に
は
、
先
生
も
児
童
も
、
元

気
一
ぱ
い
で
音
楽
に
合
は
せ
て
乾
布
摩
擦
を
続
け
て
ゐ
ま
す
。
お
か
げ
で
千

余
人
の
全
校
児
童
中
、
風
邪
ひ
き
は
め
つ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
力
一
ぱ
い
乾

い
た
手
拭
で
こ
す
つ
て
、
桜
色
に
、
ぽ
か
ぽ
か
に
あ
た
ゝ
ま
つ
た
と
こ
ろ
で
、

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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今
度
は
一
せ
い
に
裸
体
操
で
す
。
好
成
績
と
の
評
判
を
き
い
て
、
近
く
文
部

省
か
ら
本
間
体
育
係
が
、
視
察
に
見
え
る
筈
で
あ
り
ま
す
。

｢

少
國
民
新
聞｣

昭
和
十
六
年
二
月
一
日

(

土
・
第
一
三
五
八
号)

の

｢

寒
風

に
鍛
へ
る
乾
布
摩
擦｣

が
、
写
真
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
写
真
か
ら
は
判
然
と
し

な
い
が
、
校
舎
内
で
の
裸
体
操
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
一
番
寒
さ
が
厳

し
い
季
節
で
の
裸
体
操
で
あ
る
。

東
京
府
南
多
摩
郡
由
井
村
小
比
企
国
民
学
校
で
は
、
梅
雨
晴
れ
の
日
を
え

ら
ん
で

�は
だ
か
、
は
だ
し
体
操
�
を
行
つ
て
ゐ
ま
す
。
ヨ
イ
コ
ド
モ
で
あ

る
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
つ
て
行
く
に
は
ツ
ヨ
イ
コ
ド
モ
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
村
は
お
医
者
さ
ん
の
居
な
い
村
で
す
が
、
児

童
た
ち
は
と
て
も
健
康
で
す
。

｢

少
國
民
新
聞｣

昭
和
十
六
年
六
月
二
十
日

(

金
・
第
一
四
七
六
号)

に
掲
載

さ
れ
た

｢

み
ん
な
ツ
ヨ
イ
コ
ド
モ
に｣
で
あ
る
。
こ
の
記
事
も
写
真
と
共
に
掲
載

さ
れ
、
男
子
児
童
の
後
に
は
女
子
児
童
が
写
っ
て
い
る
。
無
医
村
と
い
う
こ
と
か

ら
健
康
増
進
の
た
め
の
裸
体
操
と
も
い
え
る
が
、｢

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
つ

て
行
く
に
は
ツ
ヨ
イ
コ
ド
モ
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん｣

の
で
あ
り
、
男
子
の
場

合
、｢

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
背
負
つ
て
行
く｣

と
は
、｢
立
派
な
兵
隊｣

に
な
る
こ

と
で
あ
り
、
裸
体
操
は
そ
の
た
め
の
鍛
錬
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

17

｢

足｣
(

東
京
市
蒲
田
区
矢
口
校
三
年
男
子
、
七
月
八
日)
は
、
次
の
よ
う

な
作
品
。

今
日
せ
ん
ち
か
ら

三
年
ぶ
り
で
、

か
へ
つ
た
兄
さ
ん
が
、
せ
ん
ち
の
お
は
な
し
を

た
く
さ
ん

し
て
く
れ
た
。

ク
リ
ー
ク
や
谷
を

あ
る
い
た
ん
だ
よ
、
こ
の
足
で
。

兄
さ
ん
が

足
を
見
せ
て
下
さ
つ
た
。

な
ん
と
八
千
五
百
キ
ロ

あ
る
い
た
ん
だ
よ
、

こ
の
足
で
。

ぼ
く
た
ち
み
ん
な
で

聞
い
て
ゐ
た
。

み
ん
な
で
手
を
う
ち
、
ほ
め
ま
し
た
。

兄
が
三
年
ぶ
り
で
戦
地
か
ら
帰
っ
た
。
ク
リ
ー
ク
や
谷
を
歩
き
、
八
千
五
百
キ

ロ
も
歩
い
た
と
い
う
兄
の
足
。
そ
の
距
離
を
実
感
で
き
な
く
て
も
、
長
大
さ
に

｢

ぼ
く
た
ち
み
ん
な｣

は
思
い
を
馳
せ
た
と
い
う
こ
と
。

18

｢

れ
ん
げ
草｣

(

茨
城
県
豊
郷
校
五
年
女
子
、
七
月
九
日)

は
、｢

赤
紫
の
れ

ん
げ
草
、
遠
い
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
へ
、
送
つ
て
あ
げ
た
い
な｣

と
い
う
作
品
。

｢

蜂
や
て
ふ
�
�
が
遊
ん
で
る｣

れ
ん
げ
草
が

｢

一
面
花
ざ
か
り｣

の
田
ん
ぼ
。

児
童
の
平
穏
な
日
常
は
、｢

戦
地
の
兵
隊
さ
ん｣

へ
と
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

19

｢

作
業｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
五
年
男
子
、
七
月
十
六
日)

は
、
次

の
よ
う
な
作
品
。

つ
く
ゑ
を
は
こ
ぶ
も
の

ま
ど
を
ふ
く
も
の
、

作
業
の
時
間
だ
。

だ
れ
も

は
な
し
を
し
な
い
。

つ
く
ゑ
を

は
こ
ぶ
音
だ
け
が
、

き
こ
え
る
。

清
掃
の
時
間
は
、｢

作
業
の
時
間｣

と
な
っ
た
。
集
団
活
動
の
位
置
づ
け
の

｢

作
業｣

で
は
、｢

だ
れ
も
は
な
し
を
し
な
い
。
つ
く
ゑ
を
は
こ
ぶ
音
だ
け
が
き
こ

え
る｣

の
で
あ
り
、
児
童
が
一
体
と
な
り
、
団
体
行
動
と
し
て

｢

作
業｣

へ
の
集

中
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

20

｢

飛
行
機｣

(

宮
城
県
若
柳
校
五
年
男
子
、
七
月
二
十
四
日)

は
次
の
よ
う

な
作
品
。

ご
う
つ
と

プ
ロ
ペ
ラ
の
音
。

す
ぐ
上
に

飛
行
機
三
機
、

へ
ん
た
い
で

と
ん
で
ゐ
る
。

時
々
銀
翼
が

ぴ
か
り
と
光
る
、

日
の
丸
が

く
つ
き
り
と

う
い
て
ゐ
る
。

児
童
の
頭
の
上
を
、
編
隊
を
組
ん
だ

｢

飛
行
機｣

が
、
飛
ん
で
行
く
。｢

日
の

丸
が
く
つ
き
り
と｣

浮
い
て
見
え
る
ほ
ど
の
高
さ
だ
。
訓
練
飛
行
で
あ
ろ
う
が
、

戦
争
と
児
童
と
の
距
離
は
近
い
と
い
う
こ
と
だ
。
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21

｢

働
く
人｣

(

福
島
県
小
高
校
四
年
男
子
、
七
月
二
十
七
日)

は
、
次
の
よ

う
な
作
品
。

じ
り
�
�
と
、
照
る
太
陽
の
下
で

麦
刈
だ
。

あ
つ
い
な
あ
、
は
だ
か
で
刈
つ
て
ゐ
る
子
供
も
、

お
昼
だ
、
お
昼
だ
、

は
し
つ
て
行
く
。

第
一
四
半
期
の
作
品
、
15

｢

た
う
ゑ｣

で
は
、
自
宅
の
田
植
え
を
手
伝
っ
て
い

た
が
、
こ
こ
で
は

｢
麦
刈｣

。
作
者
の
児
童
は
四
年
生
。
作
者
の
ほ
か
に
も

｢

子

供｣

が
麦
刈
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、｢

四
年
生
以
上
の
全
小
学
生
徒｣

が
対
象
で
あ
っ
た

｢

食
糧
の
増
産｣

の
た
め
の
勤
労
奉
仕
と
い
う
こ
と
か
。

22

｢

兵
た
い
ご
つ
こ｣

(

茨
城
県
日
立
市
駒
王
校
四
年
男
子
、
七
月
二
十
九
日)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

青
木
君
が
、
顔
に
ひ
げ
を
か
い
て

｢

兵
た
い
ご
つ
こ
や
つ
ぺ｣

と
い
つ
た
。

み
ん
な
が

｢

や
つ
ぺ｣

と
い
つ
た
。

は
た
け
の
方
へ

棒
を
持
つ
て
、

か
け
て
行
く
と
、

犬
が

｢

わ
ん
わ
ん｣

と
ほ
え
て
ゐ
る
。

み
ん
な

｢

お
つ
か
ね｣

と
い
つ
て

に
げ
て
行
つ
て
し
ま
つ
た
。

｢

兵
た
い｣

は
、
犬
に
吠
え
ら
れ
逃
げ
散
っ
た
。
何
と
も
意
気
地
の
な
い

｢
兵

た
い｣

だ
が
、
何
と
も
微
笑
ま
し
い
光
景
だ
。
児
童
は

｢

戦
時
下｣

も
遊
び
に
し

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。

23

｢

行
進｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
六
年
男
子
、
八
月
九
日)

は
、
次
の

よ
う
な
作
品
。

全
校
揃
つ
て
行
進
だ
、

元
気
に

一
二
、
一
二
と

歩
い
て
る
。

一
年
生
も
僕
達
と

一
し
よ
に
な
つ
て
、

行
進
だ
。

夏
の
暑
さ
に

ひ
る
ま
ず
に
、
シ
ヤ
ツ
一
枚
で
、

行
進
だ
。

｢

少
國
民
新
聞｣

は
、
昭
和
十
六
年
七
月
三
十
一
日

(

木
・
第
一
五
一
一
号)

に
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
た
。

い
よ
�
�
明
日
か
ら

夏
の
錬
成
で
す

木
陰
で
、
空
地
で
、
海
、
山
で

さ
あ
、
強
く
鍛
へ
ま
せ
う

毎
年
よ
り
十
日
お
く
れ
て
い
よ
�
�
明
八
月
一
日
か
ら
国
民
学
校
も
中
等
学

校
も
、
夏
の
錬
成
に
入
り
ま
す
。
昨
年
ま
で
の
暑
中
休
み
で
す
が
、
今
年
は

授
業
が
な
い
だ
け
で
、
錬
成
は
休
み
ま
せ
ん
。
厚
生
省
、
文
部
省
で
は
明
日

か
ら
全
国
一
せ
い
に
、
国
民
心
身
鍛
錬
運
動
を
行
ひ

�歩
け
、
泳
げ
、
体
操

せ
よ
�
と
呼
び
か
け
ま
す
。

厚
生
省
は
、｢

時
局
下
に
お
け
る
国
民
心
身
鍛
錬
運
動｣

(｢

週
報｣

第
二
五
二

号
、
昭
和
十
六
年
八
月
六
日
号)

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
前
置
き
を
掲
げ
た
。

厚
生
省
と
文
部
省
主
催
の
国
民
心
身
鍛
錬
運
動
が
例
年
通
り
、
八
月
一
日

か
ら
二
十
日
ま
で
全
国
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
の
ね
ら
ひ
は
ど
こ
に

あ
る
か
、
ど
ん
な
方
法
で
心
身
を
鍛
錬
す
れ
ば
よ
い
か
、
こ
の
一
文
を
よ
く

読
ん
で
御
協
力
く
だ
さ
い
！

本
文
は
、｢

心
身
鍛
錬
は
国
民
の
義
務｣

か
ら
始
め
、
こ
の
運
動
の
必
要
性
を

説
い
た
。国

際
情
勢
は
刻
一
刻
と
緊
迫
の
度
を
加
へ
て
ゐ
ま
す
が
、
こ
の
動
乱
の
嵐

の
中
に
大
東
亜
の
共
栄
圏
を
確
立
し
、
高
度
国
防
国
家
を
建
設
し
て
ゆ
く
た

め
に
は
、
量
的
質
的
な
人
的
資
源
の
強
化
と
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い

ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
国
民
体
力
の
現
勢
を
み
る
と
、
事
変
以
来
出
生
率
低
下
の
傾
向

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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が
現
は
れ
て
き
て
を
り
、
壮
丁
の
体
力
も
徴
兵
検
査
の
結
果
を
み
る
と
低
下

の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
ま
す
。
更
に
一
般
国
民
の
体
力
も
、
殊
に
都
市
青
少
年

の
体
質
が
悪
化
し
、
誠
に
憂
ふ
べ
き
状
態
で
す
。(

略)

家
庭
教
育
も
、
学
校
教
育
も
、
必
ら
ず
兵
役
に
甲
種
で
合
格
す
る
や
う
な

身
体
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
ま
た
、
青
少
年
を
使
つ
て
ゐ
る
会
社

や
工
場
商
店
な
ど
で
も
、
皇
軍
と
し
て
の
基
礎
体
力
を
養
成
す
る
と
い
ふ
こ

と
に
目
標
を
お
い
て
、
青
少
年
達
の
体
力
の
錬
成
を
指
導
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

23

｢

行
進｣

は
、｢
授
業
が
な
い
だ
け
で
、
錬
成
は
休
み
ま
せ
ん｣

に
沿
っ
た

体
力
養
成
の

｢

国
民
心
身
鍛
錬
運
動｣

で
あ
り
、｢

皇
軍
と
し
て
の
基
礎
体
力
を

養
成
す
る｣

す
る
鍛
錬
が
、
一
年
生
か
ら
実
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

24

｢

雨｣
(

岩
手
県
大
槌
校
高
一
男
子
、
八
月
十
二
日)

は
、
次
の
よ
う
な
作

品
。

星
の
無
い
空
か
ら
も
、

雨
が
ふ
り
出
し
て
来
た
。

音
の
し
な
い
雨
だ
。

だ
れ
か
が
、

｢

ど
こ
ま
で
つ
ゞ
く
ぬ
か
る
み
ぞ
。｣

と
歌
つ
て
ゐ
る
。

暗
く
遠
い
夜
空
だ
。

｢

ど
こ
ま
で
つ
ゞ
く
ぬ
か
る
み
ぞ
。｣

は
、
軍
歌

｢

討
匪
行｣

(

作
詞
・
関
東
軍

参
謀
部
・
八
木
沼
丈
夫
、
作
曲
・
藤
原
義
江)

の
歌
い
出
し
。｢

だ
れ
か
が｣
歌
っ

て
い
る
と
あ
る
が
、
こ
の
軍
歌
の
流
行
の
一
端
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
結

び
の

｢

暗
く
遠
い
夜
空
だ｣

は
、
暗
示
的
で
あ
る
。

25

｢

少
國
民
新
聞｣

(

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
町
校
五
年
男
子
、
八
月
十
九
日)

は
、
僕
の

｢

綴
方｣

が

｢

少
國
民
新
聞｣

の

｢

支
那
事
変
記
念
綴
方｣

に
入
選
し

た
と
い
う
も
の
。
こ
の
募
集
は
、
近
衛
師
団
と
少
國
民
新
聞
が
共
同
主
催
で
、
近

衛
師
団
管
下
の
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
山
梨
、
神
奈
川
の
一
府
四
県
か
ら
募
っ
た

｢

聖
戦
四
周
年
記
念
綴
方｣

で
、
同
新
聞
の
十
六
年
七
月
三
日

(

木
・
第
一
四
八

七
号)

の
発
表
で
は
、
千
四
十
九
校
か
ら
二
千
九
十
八
名
の
応
募
が
あ
り
、
佳
作

入
選
者
と
し
て
児
童
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

第
三
四
半
期
の

｢

詩｣

作
品
は
、
九
八
作
品
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に

｢

戦
時

下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
一
〇
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
八
八
作
品
は

｢

戦
時

下｣

を
内
容
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

季
節
柄
の
作
品
と
し
て
、
第
三
四
半
期
に
六
作
品
見
ら
れ
た

｢

と
ん
ぼ｣

を
題

目
と
し
た
作
品
を
挙
げ
て
見
る
。

1

｢

と
ん
ぼ｣

(

川
崎
市
幸
町
校
五
年
男
子
、
七
月
二
十
五
日
・
金
、
第
一
五
〇
六
号)

つ
い
�
�
と
、
む
ぎ
わ
ら
と
ん
ぼ
が
と
ん
で
来
る
。

垣
根
に
と
ま
つ
た
。

か
み
の
や
う
に
う
す
い
羽
。

す
き
と
ほ
つ
て
光
つ
て
る
。

そ
つ
と
そ
ば
へ
よ
る
と
し
つ
ぽ
を
あ
げ
て
、

す
つ
と
屋
根
の
方
へ
と
ん
で
行
く
。

近
く
の
垣
根
に
と
ま
っ
た

｢

む
ぎ
わ
ら
と
ん
ぼ｣

を
、
し
っ
か
り
見
る
と
羽
根

は
、
紙
の
よ
う
に
薄
く
、
透
き
通
っ
て
光
っ
て
い
た
。
も
っ
と
よ
く
見
よ
う
と
近

寄
っ
た
ら
、｢

し
つ
ぽ
を
あ
げ
て｣

飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
観
察
の
行
き
届

い
た
作
品
と
い
え
よ
う
。

2

｢

と
ん
ぼ｣

(

東
京
市
荏
原
区
中
延
校
三
年
男
子
、八
月
九
日
・
土
、
第
一
五
一
九
号)

青
い
空
に
、
と
ん
ぼ
が
と
ん
で
ゐ
る
。

や
ね
の
上
を
と
ん
で
ゐ
る
。

う
れ
し
さ
う
に
と
ん
で
ゐ
る
。

き
に
と
ま
つ
た
か
ら
と
ら
う
と
し
た
ら
、
つ
い
と
に
げ
た
。

屋
根
の
上
を

｢

う
れ
し
さ
う
に｣

飛
ん
で
い
る

｢

と
ん
ぼ｣

を
見
つ
け
た
。
近

く
の
木
に
と
ま
っ
た
か
ら
手
を
出
し
た
ら
、｢

つ
い
と
に
げ
た｣

。
作
者
に
は
、

｢

と
ん
ぼ｣
の
う
れ
し
い
心
が
分
か
っ
た
。｢

と
ん
ぼ｣

も
作
者
の
捕
ま
え
よ
う
と

す
る
気
持
ち
が
分
か
っ
た
。
お
互
い
の
心
理
戦
か
。

3

｢

と
ん
ぼ｣
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(

東
京
市
荏
原
区
中
延
校
三
年
男
子
、
八
月
十
四
日
・
木
、
第
一
五
二
三
号)

そ
ら
を
み
る
と
、
と
ん
ぼ
が
と
ん
で
ゐ
た
。

な
ら
ん
で
い
く
や
う
だ
。

わ
ら
ふ
や
う
に
、
と
ん
で
ゆ
く
、

あ
を
い
そ
ら
を
と
ん
で
ゆ
く
。

1
の
作
者
と
同
じ
在
籍
校
学
年
で
あ
る
が
、
別
人
の
作
品
。
2
で
は
、
と
ん
ぼ

が

｢

う
れ
し
さ
う
に｣

と
捉
え
ら
れ
た
が
、
こ
こ
の

｢

と
ん
ぼ｣

は
、｢

わ
ら
ふ

や
う
に｣

飛
ん
で
行
っ
た
。
実
際
の
表
情
が
見
え
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
作

者
の
感
覚
が
捉
え
た
表
情
と
い
う
こ
と
。

4

｢

と
ん
ぼ｣

(

山
梨
県
下
山
校
三
年
女
子
、
八
月
二
十
八
日
・
木
、
第
一
五
三
五
号)

と
ん
ぼ
、
と
ん
ぼ
、
あ
か
と
ん
ぼ
。

お
庭
の
か
き
ね
に

と
ま
つ
て
る
。

私
が
く
る
�
�

手
を
ま
は
す
と
、

く
る
�
�
目
玉
が
ま
は
る
。

と
ら
う
と
し
た
ら
、
に
げ
て
行
つ
た
。

季
節
は
夏
か
ら
秋
が
近
く
な
り
、
と
ん
ぼ
も

｢
あ
か
と
ん
ぼ｣

と
な
っ
た
。
と

ま
っ
た

｢

あ
か
と
ん
ぼ｣

に
く
る
く
る
と
指
を
回
す
と
、｢

く
る
�
�
目
玉
が
ま

は
る｣

。
手
を
の
ば
す
と
逃
げ
た
が
、
目
玉
が
回
る
の
を
観
察
で
き
る
ほ
ど
、｢

私｣

は
冷
静
だ
。

5

｢

と
ん
ぼ｣

(

宮
城
県
細
倉
校
五
年
女
子
、
九
月
十
四
日
・
日
、
第
一
五
五
〇
号)

お
花
に
立
て
た
竹
の
上
、

小
さ
い
と
ん
ぼ
の
羽
根
ぐ
ろ
さ
ん
、

き
よ
ろ
�
�
お
目
々
で

な
に
見
て
る
。

お
花
と
話
を
し
て
ゐ
る
の
。

夕
立
来
さ
う
だ
、
は
よ
か
へ
れ
、

お
山
の
お
家
へ

は
よ
か
へ
れ
。

｢

は
ね
ぐ
ろ
さ
ん｣

は
、
翅
が
黒
い
と
ん
ぼ
。
作
者
は
、
と
ん
ぼ
と
会
話
が
出

来
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
ん
ぼ
の
首
を
振
る
様
子
が

｢

お
花
と
話
を
し
て
ゐ
る｣

よ
う
に
思
え
た
と
い
う
こ
と
。
夕
立
が
来
る
前
に
、｢

お
山
の
お
家
へ
は
よ
か
へ

れ｣

と
作
者
は
心
配
す
る
。｢

は
ね
ぐ
ろ
さ
ん｣

は
、
友
達
だ
か
ら
だ
。

6

｢

と
ん
ぼ｣

(

新
潟
県
道
上
校
高
一
男
子
、
九
月
二
十
日
・
土
、
第
一
五
五
五
号)

と
ん
ぼ
く
る
�
�
、
目
玉
を
ま
は
し
、

庭
の
八
つ
手
の

は
に
と
ま
る
。

で
つ
か
い
目
玉
の

と
ん
ぼ
の
目
に
は
、

何
が
見
え
る
か
、
用
あ
り
そ
う
。

つ
い
と
飛
ん
で
は
、
ま
た
も
と
の
葉
に
、

さ
う
し
て
何
や
ら

さ
も
う
ま
さ
う
に
、

口
を
も
ぐ
�
�
、
目
を
く
る
�
�
と
、

つ
い
と
飛
ん
で
は
、
や
ぶ
蚊
を
つ
か
む
。

じ
っ
く
り
と

｢

で
つ
か
い
目
玉
の
と
ん
ぼ｣

を
観
察
す
る
。
八
つ
手
の
葉
に
、

飛
ん
で
は
戻
っ
て
く
る
。
口
を
も
ぐ
も
ぐ
と
動
か
し
、
目
も
く
る
く
る
と
回
す
様

子
を
、
作
者
は
し
っ
か
り
と
観
察
し
て
い
る
。
作
者
の
動
体
視
力
も
た
い
し
た
も

の
。
と
ん
ぼ
が

｢

や
ぶ
蚊｣

を
口
に
す
る
様
子
を
確
か
に
捉
え
て
い
た
。

以
上
、
六
作
品
の

｢

と
ん
ぼ｣

で
は
、
視
線
に
よ
る
観
察
は
勿
論
だ
が
、
児
童

は
、
心
情
と
感
情
で
捉
え
て
見
せ
た
。

四

昭
和
十
六
年
第
四
四
半
期
に
お
け
る

｢

詩｣

第
四
四
半
期

(

十
月
〜
十
二
月)

に
掲
載
さ
れ
た

｢

詩｣

は
七
二
作
品
。
こ
の

内
、
作
品
内
容
に

｢

戦
時
下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
六
作
品
で
あ
り
、
掲
載

作
品
に
占
め
る
掲
載
率
は
約
六
・
九
％
と
な
る
。

26

｢

兵
隊
ご
つ
こ｣

(

東
京
市
第
三
寺
島
校
三
年
男
子
、
十
月
十
七
日
・
金
、
第
一
五
七
八
号)

27
｢

グ
ラ
イ
ダ
ー｣

(

東
京
市
東
調
布
第
二
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
八
日
・
火
、
第
一
五
八
六
号)

28

｢
十
分
間
掃
除｣

(

秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
一
女
子
、
十
月
三
十
一
日
・
金
、
第
一
五
八
九
号)

29

｢

い
な
ご
と
り｣

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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(

山
形
県
上
ノ
山
校
高
一
男
子
、
十
一
月
一
日
・
土
、
第
一
五
九
〇
号)

30

｢

鳩｣
(

北
海
道
広
尾
校
高
二
男
子
、
十
二
月
十
七
日
・
水
、
第
一
六
二
九
号)

31

｢

グ
ラ
イ
ダ
ー｣

(

東
京
市
荏
原
区
中
延
校
三
年
男
子
、
十
二
月
二
十
八
日
・
木
、
第
一
六
三
九
号)

26

｢
兵
隊
ご
つ
こ｣

(

東
京
市
第
三
寺
島
校
三
年
男
子
、
十
月
十
七
日)

は
、

次
の
よ
う
な
作
品
。

へ
い
た
い
ご
つ
こ
を
、
や
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
ぐ
ん
さ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ひ
げ
に

く
さ
の
葉

つ
け
ま
し
た
。

み
ん
な
に

が
う
れ
い

か
け
ま
し
た
。

第
三
四
半
期
、
22

｢

兵
た
い
ご
つ
こ｣

で
も
、
顔
に

｢

ひ
げ｣

を
か
い
て
い
た
。

｢

ひ
げ｣

は
、｢

が
う
れ
い｣

を
か
け
る
指
揮
官
と
い
う
記
号
と
い
う
こ
と
か
。

27

｢

グ
ラ
イ
ダ
ー｣

(

東
京
市
東
調
布
第
二
校
六
年
男
子
、
十
月
二
十
八
日)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

二
機
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
、

北
か
ら

飛
ん
で
来
る
、

城
内
の
空
で
、
ち
う
が
へ
り
、
き
り
も
み
、

僕
は
は
じ
め
て
見
た
。

一
機
は
低
空
飛
行
で

着
陸
し
た
。

白
い
煙
の
中
に

着
陸
し
た
。

作
者
の
児
童
は
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
飛
行
を
見
学
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
。
大
日

本
飛
行
協
会
が
航
空
機
へ
の
意
識
発
揚
の
た
め
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
の
を
見
学
し
た
か
。

28

｢

十
分
間
掃
除｣

(

秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
一
女
子
、
十
月
三
十
一
日)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

鐘
が
な
つ
た
。

十
二
時
四
十
五
分
、

十
分
間
お
掃
除
の

開
始
だ
。

自
分
の
場
所
に

走
つ
て
行
く
。

階
段
を
ど
ん
�
�
と

下
り
て
行
く
、

す
さ
ま
じ
い

音
が
す
る
。

｢

お
掃
除｣

が
、｢

戦
時
下｣

な
の
で
は
な
い
。
持
場
を
決
め
、
競
わ
せ
る
よ
う

な
管
理
的
な
掃
除
の
方
法
が
戦
時
下
的
な
の
で
あ
る
。

29

｢

い
な
ご
と
り｣

(

山
形
県
上
ノ
山
校
高
一
男
子
、
十
一
月
一
日)

は
、
次

の
よ
う
な
作
品
。

明
治
工
場
の

う
ら
の
田
に
、

い
な
ご
が

た
く
さ
ん
ゐ
た
。

稲
刈
の
す
ん
だ

田
の
あ
ぜ
に
、

た
く
さ
ん
ゐ
た
。

い
な
ご
は

す
ば
や
く
て

な
か
�
�

つ
か
ま
へ
ら
れ
な
い
。

稲
掛
の

日
な
た
に

と
ま
つ
て
ゐ
る
の
は
、

眠
つ
て
ゐ
る
の
か
、

じ
つ
と
し
て
動
か
な
い
。

そ
つ
と
、
お
さ
へ
る
と
、

い
な
ご
は

手
の
中
で
あ
ば
れ
た
。

｢

少
國
民
新
聞｣

昭
和
十
六
年
十
一
月
九
日

(

日
・
第
一
五
九
七
号)

に
、
次

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

蝗
を
五
石
一
斗

売
上
げ
て
慰
問
袋

栃
木
県
矢
板
校
で

栃
木
県
矢
板
校
は
、
千
六
百
名
の
児
童
を
動
員
し
て
こ
の
程
三
日
間
放
課
後

一
時
間
蝗
取
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
収
穫
は
、
合
計
五
石
一
斗
と
い
ふ
好
成

績
で
し
た
。
そ
の
蝗
は
一
升
十
二
銭
で
、
各
家
庭
へ
飛
ぶ
様
に
売
れ
て
、
合

計
六
十
一
円
三
十
銭
と
な
り
ま
し
た
。
同
校
で
は
こ
の
お
金
を
、
生
徒
か
ら

第
一
線
の
兵
隊
さ
ん
へ
送
る
慰
問
袋
の
送
料
や
、
そ
の
他
公
益
事
業
に
使
用
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す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
十
一
日

(

火
・
第
一
五
九
八
号)

に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が

あ
る
。

蝗
を
六
十
貫

校
庭
で
干
し
て
売
出
す

栃
木
県
祖
母
井
校
で
は
、
家
畜
飼
料
と
お
米
の
増
産
の
た
め
、
先
日
近
く
の

田
圃
で
稲
の
大
敵
蝗
を
と
り
ま
し
た
。
た
つ
た
二
時
間
で
何
と
六
十
貫

(

二

百
十
キ
ロ)
。
こ
れ
を
熱
い
お
湯
で
煮
て
、
五
十
余
枚
の
む
し
ろ
に
の
せ
て
、

校
庭
一
ぱ
い
に
拡
げ
、
乾
か
し
ま
し
た
。
お
魚
の
餌
に
な
る
の
で
、
方
々
か

ら
注
文
が
来
て
、
ど
し
�
�
売
れ
ま
す
。
今
後
、
続
け
て
と
り
、
売
上
金
で

慰
問
袋
を
作
ら
う
と
、
張
切
つ
て
ゐ
ま
す
。

29

｢

い
な
ご
と
り｣

は
、
個
人
の
い
な
ご
採
り
な
の
か
、
二
つ
の
記
事
の
よ
う

に
学
校
が
絡
ん
で
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
な
ご
が
、
成
熟
す
る
稲
穂
に

と
っ
て
害
虫
で
あ
り
、
そ
れ
を
駆
除
す
る
こ
と
は
収
量
に
影
響
す
る
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
そ
れ
が
売
れ
る
と
な
れ
ば
、
い
わ
ば
一
石
二
鳥
。

30

｢

鳩｣
(

北
海
道
広
尾
校
高
二
男
子
、
十
二
月
十
七
日)

は
、
次
の
よ
う
な

作
品
。自

習
中
の
教
室
に
、
鳩
が
入
り
こ
ん
だ
。

皆
が

｢

わ
あ
つ
。｣

と
騒
い
だ
。

級
長
が

｢

静
ま
れ
つ
。｣

と
い
つ
た
。

鳩
は
低
く
飛
ん
で
、

前
の
方
で

糞
を
落
し
た
。

皆
が

ど
つ
と
笑
つ
た
。

僕
は
、
荒
鷲
の

空
爆
を
思
ひ
出
し
た
。

教
室
に
入
り
込
ん
だ
鳩
が
低
く
飛
ん
で
糞
を
落
し
て
飛
び
去
っ
た
こ
と
が
、

｢

荒
鷲
の
空
爆｣

に
思
い
至
っ
た
と
い
う
も
の
。
写
真
や
ニ
ュ
ー
ス
映
画
で
の
記

憶
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

31

｢

グ
ラ
イ
ダ
ー｣

(

東
京
市
荏
原
区
中
延
校
三
年
男
子
、
十
二
月
二
十
八
日)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

二
か
い
の

ま
ど
か
ら
、
と
ば
し
た
グ
ラ
イ
ダ
ー

青
い
空
に
、
二
枚
の
つ
ば
さ
。

ぴ
ん
と
の
び
て
、
風
に
ふ
か
れ

ま
が
つ
て
い
く
。

模
型
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
飛
ば
し
た
光
景
が
内
容
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、｢

戦
時

下｣

色
が
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
飛
ば
し
て
い

た
こ
と
が
、｢

戦
時
下｣

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

昭
和
十
四
年
二
月
八
日

(

水
・
第
七
四
一
号)

は
、｢

大

空
を
目
ざ
す
小
学
生

グ
ラ
イ
ダ
ー
製
作

月
島
第
三
校
生
徒
の
腕
前｣

の
記
事

を
掲
載
し
た
。

大
空
に
憧
れ
る
小
学
生
達
の
意
気
は
す
ご
く
、
�航
空
機
を
操
縦
す
る
だ
け

で
は
も
の
足
り
な
い
。
僕
等
も
機
体
を
作
り
ま
せ
う
�
と
京
橋
区
月
島
第
三

高
等
小
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
何
と
こ
の
頃
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
組
立
て
に
一
生

懸
命
で
す
。

た
だ
、
月
島
第
三
校
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
初
歩
用
で
あ
る
が
、｢

長
さ
五
米
、

翼
の
長
さ
十
米
五
〇
、
高
さ
二
米
一
〇
、
機
重
七
十
五
キ
ロ｣

と
い
う
か
ら
、
30

｢

グ
ラ
イ
ダ
ー｣

の
よ
う
に
、
簡
単
に
飛
ば
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

30

｢

グ
ラ
イ
ダ
ー｣

の
機
体
は

｢

二
枚
の
つ
ば
さ｣

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
模

型
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
と
考
え
ら
れ
る
が
、
2

｢

模
型
飛
行
機｣

と
同
様
、
遊
戯
や
娯

楽
で
は
な
く
、｢

明
日
の
航
空
日
本
を
担
ふ｣

た
め
の
動
機
付
け
を
背
景
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

第
四
四
半
期
の

｢

詩｣

作
品
は
、
七
二
作
品
。
こ
の
内
、
作
品
内
容
に

｢

戦
時

下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
六
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
六
六
作
品
は

｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

｢

子
牛｣

(
岩
手
県
大
槌
校
高
一
男
子
、
十
月
一
日
・
水
、
第
一
五
六
四
号)

は
、

次
の
よ
う
な
作
品
。

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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子
牛
、
親
の
な
い
子
牛
、

さ
び
し
さ
う
に
草
を

食
べ
て
ゐ
る
。

子
牛
、

真
赤
な
夕
焼
空
に

鳴
い
て
ゐ
る
。

親
牛
が
い
た
と
き
と
違
っ
て
、
子
牛
の
様
子
が

｢

さ
び
し
さ
う
に｣

見
え
た
の

は
、
親
牛
が
い
な
い
事
情
も
分
か
っ
て
の
こ
と
か
。
子
牛
が
夕
焼
空
に
鳴
い
て
い

る
。
親
牛
を
慕
う
子
牛
の
心
情
は
、
子
牛
を
見
つ
め
る
作
者
の
心
情
だ
。

｢

街
の
中｣

(

静
岡
県
三
島
西
校
六
年
女
子
、
十
一
月
二
日
・
日
、
第
一
五
九
一

号)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

夜
散
歩
に
出
た
、

街
頭
の
曲
り
角
に

玩
具
を
売
つ
て
ゐ
る
。

空
箱
の
中
に

散
ら
ば
つ
て
ゐ
る
銅
貨
が
、

冷
た
い
影
を

作
つ
て
ゐ
る
。

人
は
通
つ
て
ゐ
る
が
、
ま
だ
誰
も
寄
つ
て

く
れ
な
い
ら
し
い
。

小
さ
い
人
形
が

薄
暗
い
電
灯
に

光
つ
て
ゐ
る
だ
け
だ
。

祭
り
の
夜
店
で
は
な
い
。
町
角
の
客
の
寄
ら
な
い
玩
具
屋
で
、｢
小
さ
い
人
形

が
薄
暗
い
電
灯
に
光
つ
て
ゐ
る
だ
け｣

の
光
景
は
、
い
か
に
も
寂
し
い
。
作
者
は
、

忘
れ
ら
れ
た

｢

小
さ
い
人
形｣

の
寂
し
さ
を
汲
み
取
っ
て
み
せ
た
。

｢

空｣
(

千
葉
県
市
川
校
二
年
女
子
、
十
一
月
六
日
・
木
、
第
一
五
九
四
号)
は
、

次
の
よ
う
な
作
品
。

空
は
ど
う
し
て

あ
ん
な
に

高
い
の
だ
ら
う
。

昨
日
と
ん
ぼ
取
に

行
つ
た
時
、

長
い
も
ち
ざ
を
で

さ
は
つ
て
み
た
。

星
を
取
ろ
う
と
し
て
与
太
郎
が
屋
根
の
上
で
物
干
竿
を
振
り
回
す
落
語
が
あ
る

が
、
二
年
生
の
作
者
は
、
空
の
高
さ
が
不
思
議
で
な
ら
な
い
。｢

長
い
も
ち
ざ
を

で
さ
は
つ
て
み
た｣

と
い
う
が
、
さ
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

｢

プ
ー
ル
の
水｣

(

東
京
市
荏
原
区
中
延
校
三
年
男
子
、
十
一
月
九
日
・
日
、
第

一
五
九
七
号)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

プ
ー
ル
の
水
は
、
き
れ
い
だ
な
。

青
い
お
空
が
、
う
つ
つ
て
る
。

プ
ー
ル
の
水
は
、
き
れ
い
だ
な
。

ガ
ラ
ス
の
や
う
に
、
光
つ
て
る
。

三
年
生
の
作
者
は
、
空
を
プ
ー
ル
に
見
た
。
青
い
空
が
、
静
か
な
水
面
に
写
っ

て
い
た
。｢

青
い
お
空｣

は
、
足
も
と
に
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

｢

夜
の
風｣

(

千
葉
県
船
橋
市
法
田
校
高
一
男
子
、
十
一
月
二
十
二
日
・
土
、
第

一
六
〇
八
号)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

風
に
枯
葉
が

落
ち
る
音
、

笠
の
な
い

電
気
の
球
が
、

静
か
に
動
い
て
居
る
。

時
々
向
か
ふ
で

話
す
声
が
、

風
の
や
む
度
に

聞
え
て
く
る
。

寒
さ
が
身
に
し
み
る
。

木
枯
し
が
強
く
吹
い
て
い
る
。
風
に
舞
う
枯
葉
の
音
が
聞
え
る
。
作
者
は
、
木

枯
し
が
吹
く
度
に
静
か
に
揺
れ
る
街
灯
の
電
球
を
眺
め
て
い
る
。
寒
さ
が
身
に
し

み
る
と
作
者
は
言
う
が
、
冬
の
夕
刻
の
寂
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

第
四
四
半
期
に
お
い
て
も
、｢

戦
時
下｣

色
を
内
容
と
し
な
い
作
品
が
圧
倒
的

に
多
く
、
家
の
牛
に
、
人
形
に
、
空
に
、
木
枯
し
に
と
、
児
童
は
身
の
回
り
の
事

象
を
、
視
覚
や
嗅
覚
に
よ
っ
て
捉
え
、
感
性
を
通
し
て
言
語
化
し
、
表
現
し
て
い

た
こ
と
は
、
第
一
、
二
、
三
四
半
期
と
同
様
で
あ
っ
た
。

五

昭
和
十
六
年

｢

詩｣

作
品
の
概
括

昭
和
十
六
年
に
掲
載
さ
れ
た

｢

詩｣

三
四
八
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に

｢

戦
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時
下｣

色
の
見
え
る
の
は
三
一
作
品
で
あ
り
、
掲
載
率
は
約
八
・
九
％
。

こ
の
三
一
作
品
を
グ
ル
ー
プ
化
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

�児
童
が
軍
隊
と
直
接
・
間
接
に
係
わ
っ
て
い
る
作
品
�

1
｢

遺
骨
迎
へ｣

、
4

｢

地
下
鉄
道｣

、
5

｢

あ
ゆ
み｣

、
6

｢

雨｣
(

出
征)

、

7

｢
宿
営｣

、
11

｢

ウ
マ
ノ
入
営｣

、
12

｢

帰
つ
て
来
た
兄｣

、
13

｢

探
照
灯｣

、

14

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

、
17

｢

足
、｣

18

｢

れ
ん
げ
草｣

(

戦
地
へ
送
り
た
い)

、

20

｢

飛
行
機｣
、
24

｢

雨｣
(

討
匪
行)

、
27

｢

グ
ラ
イ
ダ
ー｣

、
30

｢

鳩｣

兵
士
の
出
征
を
見
送
る

｢

雨｣

、
帰
還
兵
の

｢

帰
つ
て
き
た
兄｣

の

｢

足｣

、
戦

死
者
を
迎
え
る

｢

遺
骨
迎
へ｣

。
戦
地
へ
は
馬
も
い
く

｢

ウ
マ
ノ
入
営｣

。
出
征
・

帰
還
・
戦
死
で
あ
る
。

兵
隊
が
自
宅
に
泊
ま
っ
た

｢
宿
営｣

、
地
下
鉄
で
軍
人
と
背
中
合
わ
せ
の

｢

地

下
鉄｣

、
鉄
橋
を
渡
る
汽
車
に
乗
っ
て
い
た
兵
隊
を
見
送
っ
た

｢

へ
い
た
い
さ
ん｣

。

防
空
演
習
の

｢

探
照
灯｣

、
頭
上
を
行
く

｢
飛
行
機｣

、
宙
返
り
を
見
た

｢

グ
ラ
イ

ダ
ー｣

。
児
童
の
身
近
に
軍
隊
が
い
る
。

戦
地
の
兵
隊
さ
ん
に
送
り
た
い

｢

れ
ん
げ
草｣
、
お
嫁
に
行
く
満
洲
に
持
っ
て
い

く

｢

あ
ゆ
み｣

、
雨
の
日
に
軍
歌
を
聞
く

｢

雨｣

、
鳩
の
侵
入
は

｢

荒
鷲｣

の
よ
う

だ
っ
た

｢

鳩｣

。
児
童
の
日
常
は
、
戦
時
下
が
入
り
込
み
、
戦
地
と
続
い
て
い
る
。

�児
童
が
学
校
生
活
に
お
い
て

｢

戦
時
下｣

に
あ
る
作
品
�

9

｢

長
刀｣

、
10

｢

お
べ
ん
た
う｣

(

日
の
丸
弁
当)

、
16

｢

裸
体
操｣
、
19

｢

作

業｣
(

清
掃)

、
23

｢

行
進｣

、
28

｢

十
分
間
掃
除｣

心
身
鍛
錬
の

｢

長
刀｣

｢

裸
体
操｣

｢

行
進｣

、
清
掃
が

｢

作
業｣

｢

十
分
間
掃
除｣
。

心
身
鍛
錬
で
あ
り
、
集
団
行
動
が
求
め
ら
れ
た
。
遠
足
は
日
の
丸
弁
当
の
贅
沢
禁

止
。

�児
童
が
勤
労
奉
仕
・
食
糧
増
産
に
係
わ
っ
て
い
る
作
品
�

15

｢

た
う
ゑ｣

、
21

｢

働
く
人｣

(

麦
刈
り)

、
29

｢

い
な
ご
と
り｣

学
校
か
ら
勤
労
奉
仕
に
。
児
童
は
、
農
作
業
に
刈
り
だ
さ
れ
、
食
糧
増
産
の
一

翼
を
担
っ
た
。

�児
童
の
放
課
後
に
係
わ
る
作
品
�

2

｢

模
型
飛
行
機｣

、
22

｢

兵
た
い
ご
つ
こ｣

、
26

｢

兵
隊
ご
つ
こ｣

、
31

｢

グ

ラ
イ
ダ
ー｣

。

児
童
の
放
課
後
の
遊
び
に
も
戦
時
下
色
が
濃
い
と
い
う
こ
と
。

�児
童
と
地
域
社
会
に
係
わ
る
作
品
�

3

｢

雪
の
夜｣

(

回
覧
板)

、
8

｢

一
年
生｣

(

隣
組)

は
、
地
域
に
組
み
込
ま

れ
た
児
童
と
そ
の
家
庭
。

つ
ま
り
、
次
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。

�児
童
が
軍
隊
と
直
接
・
間
接
に
係
わ
っ
て
い
る
作
品
�

�児
童
が
学
校
生
活
に
お
い
て

｢

戦
時
下｣

に
あ
る
作
品
�

�児
童
が
勤
労
奉
仕
・
食
糧
増
産
に
係
わ
っ
て
い
る
作
品
�

�児
童
の
放
課
後
に
係
わ
る
作
品
�

�児
童
と
地
域
社
会
に
係
わ
る
作
品
�

こ
の
こ
と
は
、｢

詩｣

に
お
い
て
の

｢

戦
時
下｣

色
を
持
つ
作
品
は
、
児
童
が
、

学
校
で
も
家
庭
で
も
、
地
域
社
会
で
も
係
わ
る
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
戦
時
下
の
児
童
文
化
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
、｢

綴
方｣

と

｢

俳
句｣

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

前
年
十
五
年
と
十
六
年
の

｢

綴
方｣

に
つ
い
て
、
掲
載
数
と
時
局
柄
或
は

｢

戦

時
下｣

色
を
持
っ
た
作
品
の
掲
載
率
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

｢

十
五
年｣

第
一
四
半
期
六
二
作
品
中
一
三

(

約
二
○
・
九
％)

第
二
四
半
期
七
七
作
品
中
一
四

(

約
一
八
・
一
％)

第
三
四
半
期
八
二
作
品
中
一
一

(

約
一
三
・
四
％)

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
五)
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第
四
四
半
期
九
二
作
品
中
二
三

(

二
五
・
○
％)

合
計
三
一
三
作
品
中
六
一

(

約
一
九
・
五
％)

｢

十
六
年｣

第
一
四
半
期
七
六
作
品
中
一
六

(

約
二
一
・
一
％)

第
二
四
半
期
八
七
作
品
中
二
〇

(

約
二
二
・
九
％)

第
三
四
半
期
八
一
作
品
中
三
一

(

約
三
八
・
三
％)

第
四
四
半
期
四
六
作
品
中
二
二

(

約
四
七
・
八
％)

合
計
二
九
〇
作
品
中
六
九

(

約
二
三
・
八
％)

十
五
年
と
比
較
し
て
見
る
と
、
十
六
年
は
、
第
一
四
半
期
か
ら
第
二
四
半
期
に

か
け
て
、
何
れ
も
十
五
年
の
掲
載
数
を
上
回
り
、｢

戦
時
下｣

色
を
持
っ
た
作
品

の
掲
載
率
に
つ
い
て
も
、
上
昇
し
て
い
る
。

し
か
し
、
十
六
年
の
第
三
四
半
期
は
、
掲
載
数
で
は
十
五
年
第
三
四
半
期
と
ほ

ぼ
同
数
な
が
ら
、｢

戦
時
下｣

色
を
持
っ
た
作
品
の
掲
載
率
は
、
逆
に
、
ほ
ぼ
倍

増
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
第
三
四
半
期
に
｢

支
那
事
変
記
念
綴
方
優
等
作

品｣

の
掲
載
が
一
二
作
品
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

特
に
、
第
四
四
半
期
は
、
紙
面
構
成
の
減
少
に
よ
る
掲
載
作
品
数
の
減
少
が
あ

る
に
も
係
わ
ら
ず
、｢

戦
時
下｣

色
を
持
っ
た
作
品
の
掲
載
数
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
そ
の
掲
載
率
は
上
昇
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
第
四
四
半

期
に

｢

映
画

�航
空
基
地
�
を
見
て｣

が
五
作
品
、｢

大
東
亜
戦
争
と
私
の
覚
悟｣

が
八
作
品
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。｢

大
東
亜
戦
争
と
私
の
覚
悟｣

は
、
十
二
月
八
日
に
開
戦
と
な
っ
た
日
米
英
戦
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

一
方
、｢

俳
句｣

に
お
け
る

｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
率
は
、
次
の
よ

う
で
あ
っ
た
。

十
四
年
は
三
三
二
作
品
中
三
六

(

約
一
〇
・
八
％)

。

十
五
年
は
五
五
六
作
品
中
六
四

(

約
一
一
・
五
％)

。

十
六
年
は
四
一
八
作
品
中
四
七

(

約
一
一
・
二
％)

。

｢

俳
句｣

に
お
い
て
は
、｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
三
年
間
ほ
ぼ
一

一
％
と
、
同
様
の
掲
載
率
で
あ
り
、
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の

理
由
は
、｢

俳
句｣

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
一
に
記
し
た
が
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

の
発
行
さ
れ
た
昭
和
十
二
年

か
ら
十
六
年
に
お
け
る

｢

詩｣

作
品
の
内
容
に

｢

戦
時
下｣

色
或
は
時
局
柄
を
内

容
と
す
る
作
品
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
二
年
は
、
二
六
二
作
品
中
一
〇

(

約

三
・
八
％)

昭
和
十
三
年
は
、
三
六
三
作
品
中
三
一

(

約

八
・
五
％)

昭
和
十
四
年
は
、
三
四
一
作
品
中
三
七

(

約
一
〇
・
九
％)

。

昭
和
十
五
年
は
、
三
四
八
作
品
中
三
九

(

約
一
一
・
二
％)

。

昭
和
十
六
年
は
、
三
四
八
作
品
中
三
一

(

約

八
・
九
％)

。

十
六
年
の

｢

詩｣

は
、
掲
載
数
が
前
年
十
五
年
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、｢

戦
時

下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
数
は
八
作
品
減
少
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

掲
載
作
品
に
対
す
る

｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
も
約
二
・
三
％

の
減
少
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
第
四
四
半
期
の
用
紙
節
約
に
よ
る
二
面
構
成
日
で
は
、
十
五
日
分
で

作
品
の
掲
載
が
無
か
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
掲
載
数
が
減
少
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
相
対
的
に
掲
載
数
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
の
掲
載
率
に
つ
い
て
は
、
十
六
年
の

｢

綴
方｣

が
約
二
三
・
八
％
と
十
五
年
か
ら
四
・
三
％
増
大
し
、｢

俳
句｣

が
約
一

一
・
二
％
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、｢

詩｣

作
品
に
お

け
る
減
少
傾
向
は
特
徴
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

前
稿
で
は
、｢

綴
方｣

と

｢

俳
句｣

を
比
較
し
、｢

俳
句｣

で
は
、｢

戦
時
下｣

を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
三
年
間
ほ
ぼ
一
一
％
と
同
様
の
掲
載
率
で
あ
り
、
大
き

な
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

の
時
代
も
、

｢

少
國
民
新
聞｣

に
な
っ
て
か
ら
も
、
時
局
柄
に
即
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
懸
賞

募
集
が
設
定
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
は
、｢

綴
方｣

と

｢

書
方｣

で
あ
り
、｢

大
東
亜
戦

争
と
私
の
覚
悟｣

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

｢

俳
句｣

を
作
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
と
記
し
て
お
い
た
が
、｢

詩｣

に
お
い
て
も
同
様
な
事
情
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

(

二
〇
〇
九
・
一
一
・
三
〇)
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